
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
永
楽
五
年
当
時
の
王
偁
・
王
褒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
王
偁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
王
褒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
王
偁
・
王
褒
の
経
歴
上
の
類
似

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
称
賀
詩
献
呈
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
者
―
―
兪
士
吉
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
王
偁
「
蔣
山
法
会
瑞
応
詩　

応
制
作
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）「
蔣
山
法
会
瑞
応
詩　

応
制
作
」
の
特
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
胡
広
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
と
の
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
王
褒
「
聖
孝
瑞
応
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）「
聖
孝
瑞
応
」
の
特
色

永
楽
五
年
霊
谷
寺
普
度
大
斎
称
賀
詩
二
首

　
　
　
　
　
―
―
王
偁
「
蔣
山
法
会
瑞
応
詩
」
と
王
褒
「
聖
孝
瑞
応
」

乙　

坂　

智　

子
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（
二
）
胡
広
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
と
の
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
わ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
じ
め
に

　

永
楽
政
権
は
、
そ
の
初
期
、
チ
ベ
ッ
ト
の
カ
ル
マ
派
五
世
転
生
活
仏
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ D

e bzhin gshegs pa 

に
入
京
を
要
請
、

こ
れ
を
受
け
た
活
仏
は
永
楽
四
年
末
に
国
都
応
天
府
（
南
京
）
に
入
っ
た
。
翌
永
楽
五
年
（
一
四
〇
七
）
二
月
に
は
、
そ
の
五
日
か
ら

十
八
日
ま
で
の
十
四
日
間
、
故
洪
武
帝
・
故
馬
后
追
善
の
普
度
大
斎

（
１
）

が
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
を
導
師
と
し
て
府
城
郊
外
の
霊
谷
寺
に
て
挙

行
さ
れ
た
。

　

筆
者
は
先
に
、
こ
の
普
度
大
斎
を
称
賀
し
て
上
呈
さ
れ
た
閣
臣
胡
広
の
「
聖
孝
瑞
応
歌 

有
序

（
２
）

」（
以
下
、「
聖
孝
瑞
応
歌
」
と
略
記
）

に
関
す
る
考
察
を
試
み
た

（
３
）

。
そ
こ
で
得
た
結
果
の
一
つ
は
、
序
と
詩
か
ら
な
る
こ
の
文
書
が
、
基
本
的
に
は
崇
仏
文
書
と
し
て
の
体
裁

を
と
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少
な
か
ら
ず
儒
教
的
要
素
を
混
在
さ
せ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
羅
漢
」
や
「
梵
唄
」

な
ど
の
仏
教
用
語
を
詠
み
こ
む
一
方
で
、「
卿
雲
」「
甘
雨
」
な
ど
儒
教
讖
緯
説
に
か
か
る
瑞
祥
用
語
は
も
ち
ろ
ん
、「
道
済
天
下
」「
孝
思
」

「
昊
天
」「
禎
祥
」「
太
平
」
な
ど
経
書
由
来
の
、
す
な
わ
ち
よ
り
正
統
的
な
儒
教
の
語
彙
を
も
胡
広
は
こ
の
文
書
に
入
れ
こ
ん
で
い
た
。

そ
の
結
果
、
彼
の
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
は
、
儒
家
に
と
っ
て
「
異
端

（
４
）

」
で
あ
る
仏
教
儀
礼
に
よ
っ
て
さ
え
も
、
儒
教
の
原
理
に
よ
っ
て
正

当
化
さ
れ
う
る
絶
対
的
な
聖
性
を
永
楽
帝
は
有
す
る
、
と
描
く
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
胡
広
は
こ
こ
で
、「
異
端
」
教
説
の
枠

に
踏
み
こ
み
な
が
ら
も
儒
教
正
統
の
聖
性
を
輝
く
ば
か
り
に
顕
現
し
う
る
君
主
、
言
っ
て
み
れ
ば
も
は
や
普
遍
の
域
に
達
し
た
神
聖
君

主
の
形
象
を
永
楽
帝
の
た
め
に
叙
述
し
、
そ
の
統レ

ジ

テ

ィ

マ

シ

ー

治
権
正
当
性
を
強
く
証
明

（
５
）

し
て
み
せ
た
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
胡
広
が
こ
の
と
き
生
み
出
し
た
君
主
像
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
元
代
の
崇
仏
文
書
に
お
い
て
、
儒
・
仏
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の
枠
に
し
ば
ら
れ
な
い
普
遍
的
・
絶
対
的
な
こ
の
神
聖
君
主
像
を
、
当
時
の
儒
家
知
識
人
た
ち
が
創
出
し
て
い
た
。
胡
広
は
こ
の
た
ぐ

い
の
元
代
文
書
を
参
照
し
た
と
見
ら
れ
、
そ
の
具
体
的
形
跡
さ
え
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る

（
６
）

。
し
た
が
っ
て
彼
の
こ
の
撰
文
行
為
は
、
決

し
て
場
当
た
り
的
な
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
く
儒
家
知
識
人
で
あ
っ
た
前
代
の
書
き
手
が
残
し
た
先
例
に
基
づ
く
手
堅
い
政
治
工
作
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
撰
文
は
、
建
文
帝
旧
臣
で
あ
り
な
が
ら
迎
降
し
た
経
歴
を
も
つ
胡
広
が
、
帝
位
簒

奪
と
い
う
汚
名
の
糊
塗
を
図
る
永
楽
帝
の
統
治
権
正
当
性
を
証
明
し
、
以
て
現
政
権
を
正
当
化
す
る
た
め
に
試
み
た
言
説
戦
略
で
あ
っ

た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

胡
広
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
い
ま
一
つ
の
点
は
、
そ
れ
が
つ
と
に
著
名
な
ツ
ル
プ
ゥ
寺
旧
蔵
「
奇
跡
の
絵
巻
」
に

記
さ
れ
る
漢
文
詞
書

（
７
）

の
も
と
と
な
っ
た
文
書
と
目
さ
れ
る

（
８
）

こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
「
奇
跡
の
絵
巻
」
詞
書
は
五
言
語
合
璧
で
あ

る
が
、
そ
の
な
か
で
の
正
文
は
漢
文
詞
書
で
あ
り
、
そ
の
他
四
言
語
の
詞
書
は
そ
の
翻
訳
文
と
さ
れ
て
い
る

（
９
）

。
つ
ま
り
、「
奇
跡
の
絵
巻
」

詞
書
の
基
本
と
な
る
漢
文
の
そ
れ
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
胡
広
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
か
ら
派
生
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、「
奇
跡
の
絵
巻
」
漢
文
詞
書
は
、「
聖
孝
瑞
応
歌
」
と
は
異
な
り
、
日
録
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ル
マ
派
に
寄
贈
す
る

た
め
の
文
書
に
ふ
さ
わ
し
く
、
儒
・
仏
両
要
素
混
在
の
特
徴
を
も
つ
胡
広
文
書
の
儒
教
的
要
素
の
部
分
が
周
到
に
排
除
さ
れ
て
お
り
、

結
果
的
に
純
仏
教
的
な
用
語
・
表
現
の
文
書
に
改
変
さ
れ
て
も
い
る
。
し
か
し
両
者
を
比
較
検
討
す
る
か
ぎ
り
、「
聖
孝
瑞
応
歌
」
が
「
奇

跡
の
絵
巻
」
漢
文
詞
書
の
原
本
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
胡
広
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
が
、
永
楽
初
期
の
チ
ベ
ッ
ト

仏
教
関
連
文
書
制
作
に
お
け
る
基
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
普
度
大
斎
に
寄
せ
て
制
作
さ
れ
た
文
書
は
、
実
は
胡
広
の
も
の
の
み
で
は
な
い
。
今
回
、
さ
ら
に
二
人
の
作
者
の
称
賀
詩
を

紹
介
し
た
い
。
一
首
は
王
偁
の
「
蔣
山
法
会
瑞
応
詩 

応
制
作
（
以
下
、
原
則
的
に
「
蔣
山
法
会
瑞
応
詩
」
と
略
記
）」、
い
ま
一
首
は

王
褒
の
「
聖
孝
瑞
応
」
で
あ
る
。
胡
広
の
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
が
長
大
な
序
と
、
同
じ
く
長
大
な
七
言
詩
か
ら
な
る
大
作
で
あ
る
の
に
対
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し
て
、
こ
れ
ら
二
首
は
、
い
ず
れ
も
序
を
も
た
ず
、
詩
そ
の
も
の
も
き
わ
め
て
簡
素
な
作
品
で
は
あ
る
。

　

と
は
い
え
こ
れ
ら
二
首
も
ま
た
、
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
国
家
が
大
規
模
仏
事
を
お
こ
な
う
と
い
う
特
殊
な
事
態
を
祝
賀
す
る
詩
文
で

あ
る
点
に
お
い
て
、
胡
広
文
書
と
同
じ
位
置
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
二
首
の
題
名
が
示
す
と
お
り
、
単
な
る
称
賀
詩
で
は
な
く
、
呈
祥

文
書
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
三
篇
は
共
通
し
て
い
る
。
で
は
、
胡
広
文
書
と
い
う
大
作
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
二
人

の
詩
も
ま
た
存
在
し
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
彼
ら
の
詩
に
も
、
儒
・
仏
の
混
在
と
い
う
胡

広
文
書
と
同
じ
特
性
を
認
め
う
る
の
か
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
多
分
に
政
治
的
な
儀
礼
の
称
賀
詩
を
担
当
し
た
王
偁
・
王
褒
と
は
何
も
の

な
の
か
。
以
下
、
二
首
を
め
ぐ
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

一
、
永
楽
五
年
当
時
の
王
偁
・
王
褒

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
王
偁

　

は
じ
め
に
、
二
首
の
作
者
、
王
偁
と
王
褒
と
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

　

王
偁
の
伝
記
と
し
て
最
も
詳
細
な
『
国
朝
献
徴
録
』（
巻
二
十
二
、
翰
林
院
三
、
検
討
）「
翰
林
院
検
討
王
偁
伝
」
に
よ
れ
ば
、
彼

は
福
建
永
福
の
人
で
あ
る
。
父
か
た
は
も
と
「
西
方
の
人
」
で
あ
っ
た
と
あ
る
か
ら
、
色
目
人
の
家
系
か
も
し
れ
な
い
。
彼
の
父
は

元
の
潮
州
路
総
管
の
地
位
に
あ
り
、
そ
の
後
、
道
士
と
な
っ
て
山
中
で
十
年
隠
棲
し
て
い
た
が
、
洪
武
帝
の
招
聘
を
辞
退
し
て
自
刎
し

た
。
王
偁
九
歳
の
と
き
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
さ
い
わ
い
王
偁
は
父
の
友
人
か
ら
撫
育
教
導
さ
れ
て
成
長
し
た
。
洪
武
二
十
三
年

（
一
三
九
〇
）
に
は
「
経
義
」
を
以
て
郷
試
に
挙
げ
ら
れ
た
が
、
翌
年
の
礼
部
の
会
試
に
は
通
ら
ず
、
国
子
生
と
し
て
「
鄒
魯
の
遺
風
」

―
―
孔
子
・
孟
子
の
遺
風
―
―
を
求
め
て
海
内
の
俊
秀
と
と
も
に
研
鑽
を
積
む
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
歴
か
ら
す
れ
ば
、
彼
が

典
型
的
な
儒
家
知
識
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
数
年
の
の
ち
乞
い
て
帰
郷
し

（
１
０
）、

世
を
避
け
つ
つ
も
志
を
高
く
保
つ
気
概
を
抱
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い
て
い
た
。
は
た
せ
る
か
な
永
楽
帝
が
即
位
す
る
と
彼
を
推
薦
す
る
者
が
あ
り
、
翰
林
院
検
討
に
抜
擢
さ
れ
た
と
言
う
。

　

た
し
か
に
『
明
太
宗
実
録
』（
巻
二
十
六
、
永
楽
元
年
十
二
月
乙
未
条
（
一
四
〇
四
））
に
は
、「
郷
貢
挙
人
王
偁

（
１
１
）を
擢
で
て
翰
林
院

検
討
と
為
す
」
と
見
え
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ま
で
地
方
に
在
っ
て
、
と
く
に
官
職
に
も
就
い
て
い
な
か
っ
た
王
偁
を
い
き
な
り
翰
林
院

に
迎
え
て
「
検
討
」
職
を
与
え
る
、
と
い
う
人
事
が
異
例
で
あ
る
こ
と
は
、
明
確
に
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
言
う
の
も
、

『
同
前
』
同
条
は
、
こ
の
と
き
翰
林
院
内
で
「
検
討
」
よ
り
も
品
秩
の
低
い
「
博
士
」「
典
籍
」「
侍
書
」「
待
詔

（
１
２
）」
な
ど
の
地
位
に
あ
っ

た
官
員
数
人
が
同
時
に
「
検
討
」
に
昇
格
さ
れ
た
、
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
王
偁
へ
の
翰
林
院
検
討
授
職
を
無
理
な
く
通
す

措
置
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
彼
の
こ
の
任
官
が
文
字
ど
お
り
の
抜
擢
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
い
で
翌
年
の
実
録
記
事
（『
同
前
』

巻
三
十
六
、
永
楽
二
年
十
一
月
丁
巳
条
）
に
よ
れ
ば
、
翰
林
学
士
解
縉
ら
が
進
呈
し
た
『
文
献
大
成
』
に
不
備
が
あ
る
と
し
て
、
こ
の

と
き
そ
の
重
修
（
重
修
し
て
『
永
楽
大
典
』）
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、「
検
討
…
…
王
偁

（
１
３
）」
が
副
総
裁
の
一
人
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
く
だ
っ
て
永
楽
八
年
（
一
四
一
〇
）
年
時
点
で
も
、
王
偁
は
「
検
討
」
と
し
て
記
さ
れ
る
（『
明
史
』
巻

一
百
四
十
七
、
列
伝
第
三
十
五
、
解
縉
）
か
ら
、
永
楽
五
年
当
時
、
彼
は
翰
林
院
検
討
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
王
偁
が
か
な
り
の
注
目
と
優
遇
に
あ
ず
か
っ
た
理
由
は
、
お
そ
ら
く
彼
が
、
後
代
し
ば
し
ば
「
閩
中
十
子
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
に
な
る

（
１
４
）福
建
、
す
な
わ
ち
閩
の
地
の
文
名
高
い
人
々
の
一
員
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
永
楽
期
、
盛
世
を
高
ら
か
に
歌
う
胡
広
・

楊
士
奇
ら
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
台
閣
体

（
１
５
）の
文
章
全
盛
の
一
方
で
、
王
偁
ら
閩
詩
派
は
唐
、
と
く
に
盛
唐
の
詩
風
を
宗
と
し
て
同
じ
く
旺

盛
に
活
動
し
て
い
た

（
１
６
）。

た
だ
し
、
そ
の
両
派
の
活
動
は
対
立
す
る
も
の
で
は
ま
っ
た
く
な
く
、
人
的
に
も
、
詩
風
の
う
え
で
も
相
互
補

完
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
１
７
）。

つ
ま
り
盛
唐
の
お
お
ら
か
で
壮
大
な
詩
風
は
、
新
政
権
の
た
め
に
盛
世
を
描
写
し

よ
う
と
し
て
い
た
台
閣
体
の
作
者
た
ち
の
目
的
に
合
致
し
て
い
た
た
め
、
閩
詩
派
の
詩
、
な
い
し
そ
の
作
者
の
影
響
力
は
、
積
極
的
に

台
閣
体
の
人
々
に
取
り
い
れ
ら
れ
て
い
た
。
王
偁
は
、
台
閣
体
の
胡
広
・
黄
淮
ら
と
集
会
唱
和
し
て
い
る
し
、
楊
士
奇
と
も
交
流
が
あ
っ
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た
と
言
う

（
１
８
）。

　

こ
の
よ
う
に
王
偁
は
台
閣
体
の
閣
臣
た
ち
と
近
い
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
、
永
楽
五
年
の
大
々
的
な
霊
谷
寺
仏
事
に
彼
が
称
賀
詩
を
応

制
し
た
こ
と
は
容
易
に
理
解
し
う
る
。
と
は
い
え
、
元
に
仕
え
た
父
が
洪
武
帝
か
ら
の
招
請
に
「
抗
い
て
節
に
死
す
」（『
明
史
』
巻

二
百
八
十
六
、
列
伝
第
一
百
七
十
四
、
文
苑
二
、
林
鴻
附
、
王
偁
）
と
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
の
人
物
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
洪
武
帝
追

善
の
仏
事
を
称
賀
し
た
こ
と
に
は
な
る

（
１
９
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
王
褒

　
『
国
朝
献
徴
録
』（
巻
二
十
一
、
翰
林
院
二
、
修
撰
）「
修
撰
王
褒
伝
」
に
よ
れ
ば
、
王
褒
は
閩
県
出
身
と
あ
っ
て
、
王
偁
と
同
じ
く

福
建
の
人
で
あ
る
。
群
書
を
博
く
究
め
、
早
く
か
ら
詩
名
が
高
か
っ
た
。
洪
武
年
間
に
国
子
生

（
２
０
）と
な
っ
た
の
ち
挙
げ
ら
れ
て
、
瑞
州
郡
・

長
沙
郡
の
博
士
を
歴
任
し
、
次
い
で
永
豊
の
尹
と
さ
れ
た
。
永
豊
で
は
儒
学
を
興
す
な
ど
し
た
と
言
う
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
彼
も
王
偁
と

同
様
に
儒
家
の
知
識
人
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
永
楽
帝
即
位
と
と
も
に
経
歴
が
激
変
し
た
と
い
う
こ
と
で
も
、
両
者
の
経
歴
は
共
通
し
て
い
る
。
王
褒
の
場
合
、
永
楽

元
年
に
京
師
に
出
て
登
第
し
た
彼
を
推
薦
す
る
者
が
あ
り
、『
明
太
祖
実
録
』
編
纂
メ
ン
バ
ー
の
一
員
に
任
命
さ
れ
た
。『
国
朝
献
徴
録
』

記
事
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
簡
略
に
す
ぎ
て
判
然
と
し
な
い
が
、『
明
太
祖
実
録
』
附
「
李
景
隆
・
解
縉
等
進
実
録
表
」（
永
楽
元
年

（
一
四
〇
三
）六
月
十
五
日
付
）に
編
纂
官
の
一
人
と
し
て
「
知
県
臣
王
褒
」
と
見
え
る
か
ら
、
第
二
次

（
２
１
）の

『
明
太
祖
実
録
』
編
纂
に
加
わ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。『
明
太
宗
実
録
』（
巻
二
十
一
、
永
楽
元
年
六
月
丙
寅
（
二
十
日
）
条
）
に
も
、
こ
の
「
実
録
」
が
成
っ
た
こ
と
を

以
て
、「
知
県
…
…
王
褒
を
翰
林
院

（
２
２
）修

撰
と
為
す
」
と
あ
り
、
今
次
の
実
録
編
纂
へ
の
参
加
と
、
こ
れ
を
賞
し
て
翰
林
院
の
修
撰
に
任

じ
ら
れ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
実
録
に
は
陞
叙
の
記
事
が
な
い
か
ら
、
お
そ
ら
く
永
楽
五
年
当
時
も
こ
の
職
に
あ
っ
た
も
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の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
『
国
朝
献
徴
録
』
が
「
修
撰
王
褒
伝
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
職
を
以
て
致
仕
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

前
述
の
と
お
り
、
王
偁
は
永
楽
元
年
十
二
月
に
翰
林
院
検
討
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
両
者
は
き
わ
め
て
近
い
時
期
に
翰
林
院
入
り
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
の
み
な
ら
ず
王
褒
も
ま
た
、
王
偁
と
同
じ
く
、『
文
献
大
成
』
重
修
に
「
副
総
裁

（
２
３
）」
の
一
員
と
し
て
参
加
し
て

い
る
（『
明
太
宗
実
録
』
巻
三
十
六
、
永
楽
二
年
十
一
月
丁
巳
条
）。

　

注
目
す
べ
き
は
、
王
褒
も
ま
た
の
ち
に
「
閩
中
十
子
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
文
章
家
の
一
人
で
あ
る
こ
と
で
あ
る

（
２
４
）。
な
お
か
つ
、

「
十
子
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
れ
ら
の
人
々
の
な
か
で
も
、
王
偁
・
王
恭
・
王
褒
・
王
洪
は
、
永
楽
期
当
時
に
あ
っ
て
す
で
に
「
四

王
」
と
称
さ
れ
、
早
く
も
声
名
が
高
か
っ
た
と
さ
れ
る

（
２
５
）。
著
名
な
華
南
出
身
者
を
新
政
権
に
吸
収
す
る
方
策
の
一
環
と
し
て
、
王
偁
・

王
褒
両
名
と
も
に
翰
林
院
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
永
楽
二
年
以
降
の
王
褒
の
動
静
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
当
時
「
禎

祥
」
が
起
き
る
と
王
褒
が
こ
れ
を
讃
え
る
応
制
詩
文
を
制
作
し
、
そ
の
多
く
が
帝
意
に
か
な
っ
た
と
後
代
の
史
料
に
伝
え
ら
れ
る

（
２
６
）か
ら
、

永
楽
五
年
当
時
も
こ
う
し
た
要
請
に
応
え
る
詩
作
に
従
事
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
王
偁
・
王
褒
の
経
歴
上
の
類
似

　

こ
の
よ
う
に
永
楽
五
年
普
度
大
斎
ま
で
の
王
偁
・
王
褒
の
経
歴
を
た
ど
る
と
、
共
通
す
る
部
分
が
少
な
く
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
と

も
に
国
子
生
で
あ
っ
た
一
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
の
ち
地
方
に
あ
っ
た
も
の
の
永
楽
帝
即
位
に
際
し
て
京
師
に
出
て
、
永
楽
元
年

中
に
翰
林
院
に
官
職
を
得
て
い
る
こ
と
、
両
者
と
も
に
『
文
献
大
成
』
重
修
の
副
総
裁
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
い
ず
れ
も
閩
詩

派
の
主
要
な
人
物
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

地
方
在
住
時
期
、
王
偁
は
無
官
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
し
、
王
褒
も
一
地
方
官
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
王
偁
に
翰
林
院
検
討
を
授
け
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る
に
当
た
っ
て
は
、
検
討
よ
り
下
の
既
存
の
官
員
た
ち
を
陞
叙
す
る
と
い
う
特
別
な
配
慮
が
講
じ
ら
れ
て
も
い
る
。
つ
ま
り
、
両
人
を

翰
林
院
官
と
す
る
こ
と
に
は
、
明
確
な
意
図
が
作
用
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
。
そ
の
理
由
と
な
り
う
る
要
素
は
、
や
は
り
両
者
が
閩
詩

派
の
俊
秀
と
し
て
の
令
名
に
浴
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
だ
ろ
う
。
発
足
当
初
の
永
楽
政
権
と
し
て
は
、
い
た
ず
ら
に
地
方
の
英
才
を
翰

林
院
官
や
類
書
纂
修
担
当
官
に
抜
擢
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
華
南
に
お
い
て
す
で
に
文
人
と
し
て
の
名
望
を
馳
せ
て
い
た
人
物
を
呼
び

寄
せ
て
朝
廷
を
飾
ろ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
普
度
大
斎
に
際
し
て
彼
ら
に
詩
作
さ
せ
た
こ
と
は
、
こ
う
し
て
揃

え
た
文
人
を
用
い
る
好
機
と
し
て
、
称
賀
詩
を
詠
ま
せ
た
結
果
と
理
解
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　

二
、
称
賀
詩
献
呈
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
者
―
―
兪
士
吉
の
場
合

　

以
上
の
よ
う
に
、
永
楽
五
年
当
時
の
政
権
が
無
作
為
に
称
賀
詩
を
求
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
作
者
の
経
歴
や
知
識
人
社
会

に
お
け
る
評
価
に
照
ら
し
て
選
択
的
に
制
作
を
委
ね
て
い
た
、
と
見
る
こ
と
を
裏
う
ち
す
る
好
事
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
永
楽
五
年
五
月
、

そ
の
題
名
も
「
聖
孝
瑞
応
頌
」
な
る
称
賀
文
書
を
献
呈
し
、
そ
し
て
拒
絶
さ
れ
た
人
物
の
逸
話
で
あ
る
。

　
『
明
史
列
伝
』（
巻
二
十
六
、
夏
原
吉
附
、
兪
士
吉
）
に
よ
れ
ば
、
洪
武
末
年

（
２
７
）に
兗
州
府
学
訓
導
と
し
て
起
官
し
た
兪
士
吉
な
る
人

物
が
い
た
。
建
文
期
、
時
政
を
論
じ
て
上
書
し
、
監
察
御
史
に
任
命
さ
れ
た
。
各
地
に
お
い
て
よ
く
疑
獄
を
裁
定
し
、
そ
の
風
声
、
粛

然
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
永
楽
帝
即
位
の
の
ち
左
僉
都
御
史
と
さ
れ
、
朝
鮮
や
日
本
に
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
も
し
た
。
そ
の
後
も
浙

西
の
農
政
に
た
ず
さ
わ
る
な
ど
し
て
活
躍
し
た
。
一
時
、
か
の
陳
瑛
に
弾
劾
さ
れ
て
下
獄
し
て
い
た
期
間
も
あ
る
が
、
解
放
さ
れ
、
都

御
史
に
復
職
し
て
浙
江
の
民
政
を
巡
視
し
て
い
た
。
そ
の
後
南
京
に
帰
還
し
た
兪
士
吉
は
、「
聖
孝
瑞
応
頌
」
と
題
す
る
一
文
を
上
呈

し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
対
し
て
永
楽
帝
は
、「
爾
、
大
臣
為
る
に
、
民
間
の
利
病
を
言
わ
ず
、
乃
ち
諛
を
献
ず
る
や
」
と
し
て
、
こ

れ
を
擲
還
し
た
と
言
う
。
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 『

明
太
宗
実
録
』（
巻
六
十
七
、
永
楽
五
年
五
月
辛
巳
条
）
は
、
皇
帝
の
反
応
を
い
ま
少
し
詳
細
に
記
し
て
い
る
。

　
　

 

都
察
院
僉マ

マ

都
御
史
兪
士
吉
、
浙
江
よ
り
民
瘼
を
巡
視
し
て
還
る
。
聖
孝
瑞
応
頌
を
上

た
て
ま
つる
に
、
上
の
曰
わ
く
、
爾
、
大
臣
た
る
を

以
て
出
で
て
民
瘼
を
視
て
既
に
帰
る
。
其
の
民
情
何い

か
ん如
、
年
穀
何
如
、
水
患
何
如
。
未
だ
一
語
と
し
て
有
る
を
聞
か
ざ
る
に
、
汲

汲
と
し
て
諛
詞
を
進
む
。
都
御
史
の
事
を
行
う
や
、
固
よ
り
此
く
の
如
き
か
と
。
之
を
擲
還
す
る
を
命
ず
。

地
方
巡
察
を
し
て
民
情
・
穀
物
生
産
・
水
利
に
つ
い
て
報
告
す
べ
き
と
こ
ろ
、
そ
の
職
分
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
阿
諛
の
詩
文
を
献
呈
し

た
と
し
て
、
激
し
く
叱
責
し
て
い
る
。

　

兪
士
吉
の
こ
の
「
聖
孝
瑞
応
頌
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
。
と
は
い
え
地
方
に
出
て
い
た
わ
け

で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
普
度
大
斎
に
は
関
係
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
「
瑞
応
」
が
起
き
た
こ
と
を
歌
っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

兪
士
吉
を
弁
護
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
当
時
、
永
楽
帝
に
は
多
く
の
呈
祥
文
書
が
献
呈
さ
れ
て
い
た
。
胡
広
・
楊
士
奇
・
金
幼
孜

な
ど
台
閣
体
の
作
者
た
ち
を
中
心
に
治
世
繁
栄
を
記
し
た
文
書
が
多
く
制
作
さ
れ
、
そ
の
流
れ
の
な
か
で
、
瑞
祥
の
発
生
も
少
な
か
ら

ず
叙
述
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
こ
の
時
期
の
胡
広
ひ
と
り
を
と
っ
て
み
て
も
、
瑞
獣
の
騶
虞

（
２
８
）が
永
楽
二
年
（
一
四
〇
四
）
秋
に
現
わ
れ
た
の
で
周
王
が

献
上
し
て
き
た
、
と
す
る
「
騶
虞
詩 

有
序
」（『
胡
文
穆
公
文
集
』
巻
九
、
応
制
）
を
記
し
て
お
り
、
ま
た
神
亀
を
か
た
ど
っ
た
「
嘉

祥
」
の
聖
石

（
２
９
）が

同
じ
く
永
楽
二
年
に
見
つ
か
っ
た
、
と
す
る
「
神
亀
頌 

有
序
」（『
同
前
』
同
前
）
も
撰
述
し
て
い
る
。
続
い
て
、
黄

河
が
澄
む
と
い
う
「
千
年
」
に
一
度
の
瑞
祥
が
起
き
た
こ
と
を
高
平
王
・
平
陽
王

（
３
０
）が

上
奏
し
た
た
め
、
永
楽
三
年
正
月
に
朝
臣
が
称

賀
し
た

（
３
１
）こ

と
を
記
し
た
「
河
清
賦 

有
序
」（『
同
前
』
同
前
）
を
、
永
楽
四
年
に
醴
泉
が
湧
出

（
３
２
）し

た
顛
末
を
述
べ
た
「
奉
勅
撰
瑞
応
醴

泉
碑
」（『
金
陵
玄
観
志
』
巻
十
三
、
神
楽
観
、
文
）
を
制
作
し
た
。
永
楽
五
年
普
度
大
斎
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
「
聖
孝
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瑞
応
歌
」
を
制
作
し
た
。
さ
ら
に
は
五
色
雲
の
奇
跡
が
永
楽
六
年
元
日
に
起
き
た
、
と
す
る
「
戊
子
元
日
立
春
」（『
胡
文
穆
公
文
集
』

巻
七
、七
言
律
詩
）
を
、
瑞
星

（
３
３
）が
同
じ
く
永
楽
六
年
の
十
月
六
日
に
観
察
さ
れ
た
と
欽
天
監
が
報
告
し
た
、
と
す
る
「
賀
瑞
星
表
」（『
同

前
』
巻
九
、
応
制
）
を
上
呈
し
た
。
こ
の
よ
う
に
胡
広
は
、
瑞
祥
発
生
を
記
す
文
書
を
た
て
つ
づ
け
に
発
出
し
て
い
る
。
胡
広
自
身
、「
禎

瑞
屢

し
ば
し
ば

至
り
、
元
年
よ
り
今
ま
で
歳
と
し
て
之
れ
無
き
は
無
し
」（『
同
前
』
巻
九
、
応
制
、
瑞
応
甘
露
頌
）
と
述
べ
て
も
い
る
。
こ
の

「
今
」
は
、
お
そ
ら
く
永
楽
十
年
（
一
四
一
二
）
を
指
す

（
３
４
）。
つ
ま
り
永
楽
元
年
か
ら
十
年
の
間

（
３
５
）に
瑞
祥
が
続
発
し
た
こ
と
、
よ
り
あ
り

て
い
に
言
え
ば
、
自
身
を
は
じ
め
と
す
る
書
き
手
に
よ
る
呈
祥
文
書
の
量
産
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
、
胡
広
み
ず
か
ら
認
識
し
て
い
た
と

し
て
よ
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
照
ら
す
か
ぎ
り
、
兪
士
吉
の
行
為
も
十
分
に
あ
り
え
た
わ
け
で
あ
り
、
事
実
、
そ
れ
が
功
を
奏
す
る
と
い
う
成
算

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
彼
は
こ
れ
を
上
呈
し
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
皇
帝
、
す
な
わ
ち
政
権
中
央
の
判
断
は
、
こ
れ
を
却
下
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
呈
祥
文
書
に
関
し
て
永
楽
政
権
の
中
枢

（
３
６
）に
あ
っ
た
人
々
が
次
の
よ
う
な
方
針
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
ず
、
呈
祥
文
書
は
閣
臣
・
翰
林
院
官
な
い
し
そ
れ
に
近
い
官
職
の
官
僚
が
叙
述
・
上
呈
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ

れ
を
ご
く
単
純
に
考
え
れ
ば
、
撰
者
を
文
名
高
い
人
物
で
固
め
よ
う
と
す
る
名
望
指
向
が
作
用
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
場
合
、
そ
れ
は
単
に
作
者
の
箔
付
け
や
美
文
が
求
め
ら
れ
た
と
い
う
の
み
で
は
な
い
。
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、

呈
祥
文
書
の
書
き
手
に
、
皇
帝
に
起
こ
る
奇
跡
の
証
人
と
し
て
の
信
憑
性
が
求
め
ら
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
を
実
現
し
よ
う
と

し
た
と
き
最
も
確
実
な
か
た
ち
が
、
皇
帝
の
そ
ば
近
く
に
仕
え
る
臣
僚
が
そ
の
奇
跡
を
み
ず
か
ら
”実
見
“し
た
、
と
い
う
文
書
を
制

作
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
具
体
的
に
は
、
胡
広
や
楊
士
奇
と
い
っ
た
閣
臣
、
あ
る
い
は
王
偁
・
王
褒
ら
翰
林
院
官

に
よ
る
撰
文
が
こ
れ
に
当
た
る
。
建
文
四
年
八
月
に
本
格
的
に
発
足
し
た
内
閣
は
、
皇
帝
側
近
の
諮
問
機
関
と
し
て
の
機
能
を
さ
っ
そ
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く
発
揮
し
は
じ
め
て
い
た
し
、
一
方
の
翰
林
院
は
こ
の
内
閣
に
直
結
し
て
い
た

（
３
７
）。
な
お
か
つ
彼
ら
は
、
靖
難
の
変
以
前
か
ら
付
き
し
た
が
っ

て
い
た
純
然
た
る
君
主
子
飼
い
の
臣
下
―
―
た
と
え
ば
姚
広
孝
―
―
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、”客
観
的
“な
立
場
を
演
出
で
き
る
人
々

で
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
こ
そ
が
、
君
主
に
起
き
る
こ
と
を
近
い
位
置
か
ら
目
撃
し
、
そ
れ
を
”現
実
“と
し
て
伝
え
う
る
書

き
手
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
に
委
ね
ら
れ
た
こ
と
が
、
君
主
に
瑞
祥
が
起
き
た
と
い
う
文
言
を
形
骸
的
に
記
す
文
書
の
制
作
で
は
な
く
、
そ

れ
が
ま
ぎ
れ
も
な
い
”事
実
“で
あ
る
と
記
す
こ
と
、
つ
ま
り
は
自
分
た
ち
自
身
が
目
睹
し
た
、
あ
る
い
は
確
か
な
筋
か
ら
情
報
を
得

た（
３
８
）ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
皇
帝
に
対
し
て
天
か
ら
降
さ
れ
た
瑞
応
を
掛
け
値
な

し
の
現
実
と
し
て
描
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
皇
帝
の
統
治
権
正
当
性
が
動
か
し
が
た
く
証
明
さ
れ
た
、
と
記
述
す
る
こ
と
が
彼
ら
に
こ
そ

可
能
だ
っ
た
。

　

永
楽
政
権
が
地
方
巡
察
官
で
あ
る
兪
士
吉
の
呈
祥
称
賀
文
書
に
は
価
値
を
見
い
だ
さ
な
か
っ
た
の
は
、
突
き
つ
め
れ
ば
、
そ
れ
が
如

上
の
条
件
を
満
た
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
地
方
が
え
り
の
巡
察
官
の
称
賀
文
書
は
、
君
主
に
起
き
た
奇
跡
を
実
見
し
て
の
証
言
と

は
評
価
さ
れ
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
よ
か
れ
と
の
期
待
を
以
て
頌
歌
を
献
呈
し
た
兪
士
吉
は
、
む
し
ろ
譴
責
を
こ
う
む
っ
た
。
永

楽
政
権
が
、
あ
く
ま
で
も
”事
実
“と
し
て
の
奇
跡
の
証
言
を
呈
祥
文
書
に
求
め
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
方
針
が
厳
格
に
保
持
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
逸
話
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

三
、
王
偁
「
蔣
山
法
会
瑞
応
詩 

応
制
作
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）「
蔣
山
法
会
瑞
応
詩 

応
制
作
」
の
特
色

　

で
は
、
王
偁
・
王
褒
の
二
人
が
、
五
年
二
月
普
度
大
斎
を
記
念
し
て
、
ど
の
よ
う
な
詩
を
詠
ん
だ
の
か
を
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
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と
し
よ
う
。
ま
ず
取
り
あ
げ
る
の
は
、
王
偁
の
「
蔣
山
法
会
瑞
応
詩 

応
制
作
」（『
虚
舟
集
』
巻
四
、五
言
排
律

（
３
９
））
で
あ
る
。

　
　

 
宝
地
に
金
仙
を
奉
じ
、
璇
宮
に
梵
筵
を
啓
く
。
真
僧
は
異
域
よ
り
騰は

せ
、
開
士
は
三
縁
を
唱
う
。
法
を
説
く
に
雲
は
蓋
を
成
し
、

経
を
談
ず
る
に
花
雨
天
よ
り
す
。
祥
光
凝
り
て
彩
絢
た
り
、
甘
露
瀉そ

そ

ぎ
て
珠
円
た
り
。
天
楽
憑
虚
し
て
下
り
、
神
灯
夜
を
徹
し
て

懸
か
る
。
勝
因
は
妙
筏
を
済す

く

い
、
覚
路
も
て
迷
川
に
て
指
さ
す
。
秪マ

マ（

？
）樹
は
春
光
に
溢
れ
、
霊
山
は
会
に
儼
然
た
り
。
願
わ

く
は
茲
に
至
化
を
宏
め
、
皇
運
共
に
千
年
た
ら
ん
こ
と
を
と
。

は
じ
め
に
検
討
す
べ
き
は
、
こ
の
詩
が
ど
の
時
点
で
詠
ま
れ
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
題
名
そ
の
も
の
に
わ
ざ
わ
ざ
「
応
制
作
」
と

明
記
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
仏
事
の
期
間
中
に
命
が
く
だ
っ
て
詠
ん
だ
か
、
あ
る
い
は
遅
く
と
も
そ
の
直
後
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
該
詩
に
お
い
て
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
が
「
法
王
」
で
は
な
く
、
単
に
「
真
僧
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。
実
録
に
「
尚
師
哈
立
麻
を
封
じ
て
万
行
具
足
十
方
最
勝
円
覚
妙
智
慧
善
普
応
佑
国
演
教
如
来
大
宝
法
王
西
天

大
善
自
在
仏
と
為
し
、
天
下
の
釈
教
を
領
め
し
む
」（『
明
太
宗
実
録
』
巻
六
十
五
、
永
楽
五
年
三
月
丁
巳 （
三
日
） 

条
）
と
あ
る
よ
う
に
、

テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
に
全
三
十
三
字
か
ら
な
る
優
渥
な
法
号
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、
普
度
大
斎
終
了
か
ら
半
月
ほ
ど
を
経
た
五
年
三
月
三

日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
後
述
す
る
よ
う
に
、
胡
広
・
王
褒
の
い
ず
れ
も
が
、
彼
ら
の
普
度
大
斎
称
賀
文
書
に
お
い
て
テ
シ
ン
シ
ェ

ク
パ
を
「
法
王
」
と
記
し
て
お
り
、
三
月
三
日
以
降
の
制
作
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
か
り
に
王
偁
が
作
詩
し
た
時
点

で
す
で
に
法
王
号
が
与
え
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
王
偁
も
ま
た
皇
帝
所
与
の
「
法
王
」
の
語
を
用
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
王
偁
は
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
を
「
真
僧
」
と
し
か
表
現
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
三
月
三
日
よ
り
も
前
に
作
詩
し
た
と
見
て
ほ
ぼ

誤
り
あ
る
ま
い
。
内
容
的
に
も
、
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
が
「
法
を
説
く
」「
経
を
談
ず
る
」
と
い
う
仏
事
の
実
況
を
簡
約
に
表
現
し
て
お
り
、

目
下
の
で
き
ご
と
を
描
写
し
た
叙
景
詩
と
し
て
の
性
格
が
強
い
。
こ
れ
ら
の
点
を
総
合
す
れ
ば
、
王
偁
は
、
眼
前
で
こ
と
が
進
行
し
て

い
る
十
四
日
間
の
い
ず
れ
の
日
か
、
あ
る
い
は
記
憶
が
生
々
し
い
仏
事
直
後
の
時
点
で
こ
れ
を
詠
ん
だ
と
考
え
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。

乙坂　永楽五年霊谷寺普度大斎称賀詩二首
――王偁「蔣山法会瑞応詩」と王褒「聖孝瑞応」

410



　

次
に
注
視
す
べ
き
は
、
こ
の
詩
が
ほ
ぼ
全
面
的
に
仏
教
色
で
固
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
宝
地
（
寺
を
指
す
）」・「
金
仙
（
仏

を
指
す
）」・「
梵
筵
」・「
真
僧
」・「
開
士
（
菩
薩
を
指
す
）」・「
三
縁
」・「
勝
因
」
と
、
純
然
た
る
仏
教
用
語
が
並
ぶ
。「
妙
筏
」
も
妙

法
が
人
を
済
度
す
る
こ
と
を
船
に
譬
え
た
「
妙
法
船
」
を
連
想
さ
せ
る
。
わ
ず
か
に
「
甘
露
」
が
儒
教
の
瑞
祥
の
代
表
的
な
も
の
で
は

あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
仏
典
に
も
普
通
に
用
い
ら
れ
る
語
彙
で
あ
っ
て

（
４
０
）、
少
な
く
も
こ
の
詩
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
と
同
様
、
仏
教
的
な

用
い
ら
れ
か
た
を
し
て
い
る
と
読
め
る
。
仏
事
を
讃
え
る
詩
と
し
て
は
当
然
す
ぎ
る
ほ
ど
の
内
容
で
あ
る
。

　

な
か
で
も
と
く
に
目
を
引
く
の
は
、
こ
の
詩
が
そ
の
主
人
公
を
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
に
起
き
る
奇
跡
す
べ
て
の
発
動

者
が
こ
の
僧
侶
で
あ
る
と
し
て
描
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
と
、
言
う
の
も
、「
異
域
」
よ
り
来
っ
た
「
真
僧
」、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
テ
シ

ン
シ
ェ
ク
パ
で
あ
る
が
、
こ
の
「
真
僧
」
の
ほ
か
に
人
間
が
登
場
し
な
い
。
場
所
を
示
す
語
彙
も
、「
迷
川
」
と
い
う
非
現
実
的
な
も

の
を
除
け
ば
、
基
本
的
に
「
梵
筵
」
が
開
か
れ
た
「
宝
地
」「
璇
宮
」「
霊
山
」、
す
な
わ
ち
霊
谷
寺
に
限
定
さ
れ
る
。
永
楽
帝

（
４
１
）は
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
居
所
で
あ
る
宮
城
に
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
そ
の
と
き
起
こ
る
こ
と
ど
も
が
す
べ
て
、
霊
谷
寺
仏
事
で
の
テ

シ
ン
シ
ェ
ク
パ
の
行
為
、
な
い
し
は
彼
の
存
在
そ
の
も
の
に
帰
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
雲
が
覆
い
と
な
る
の
も
、
花
雨
が
降
る
の

も
、
彼
が
「
法
を
説
」
い
た
り
、「
経
を
談
」
じ
た
り
し
た
と
き
で
あ
る
。「
祥
光
」「
甘
露
」「
天
楽
」「
神
灯
」
な
ど
、
そ
の
ほ
か
の

奇
跡
も
多
く
記
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
も
す
べ
て
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
の
説
法
・
談
経
な
ど
に
よ
る
も
の
と
読
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
胡
広
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
と
の
比
較

　

さ
ら
に
こ
の
王
偁
の
詩
の
最
大
の
特
徴
は
、
こ
れ
が
、
同
じ
普
度
大
斎
を
称
賀
し
、
し
か
も
同
じ
く
応
制
で
あ
る
は
ず

（
４
２
）の

胡
広
の
「
聖

孝
瑞
応
歌
」
と
根
本
的
に
異
質
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
胡
広
の
文
書
は
、
前
述
の
と
お
り
、
そ
の
な
か
に
「
法
王
」
の
語
を
含
ん
で
い

る
。
ま
た
こ
れ
も
前
記
の
と
お
り
、
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
に
法
王
号
が
与
え
ら
れ
た
の
は
五
年
三
月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
胡
広
文
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書
は
そ
の
の
ち
に
成
立
し
た
も
の
と
ひ
と
ま
ず
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
王
偁
の
詩
の
成
立
か
ら
、
お
そ
ら
く
あ
る
程
度
の

時
間
を
経
て
制
作
さ
れ
た
も
の
が
、
胡
広
の
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
胡
広
の
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
は
、
す
で
に
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
仏
教
型
の
奇
跡
と
と
も
に
、
讖
緯
説
由
来
・
経
書
由
来
を
合

わ
せ
て
儒
教
型
の
奇
跡
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
こ
ん
で
い
る
。
ま
ず
こ
の
点
が
、
王
偁
の
詩
と
の
大
き
な
差
異
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
胡
広
「
聖

孝
瑞
応
歌
」
は
約
千
字
、
王
偁
の
「
蔣
山
法
会
瑞
応
詩
」
は
題
名
を
除
け
ば
八
十
字
と
格
段
の
分
量
差
が
あ
り
、
そ
の
た
め
王
偁
の
詩

に
は
儒
教
的
な
要
素
を
入
れ
る
余
地
が
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

し
か
し
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
王
偁
が
す
べ
て
の
奇
跡
の
起
こ
し
手
を
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
と
単
純
に
処
理
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

胡
広
が
こ
の
普
度
大
斎
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
奇
跡
の
発
生
因
を
皇
帝
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
点

（
４
３
）で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
胡
広
が
「
聖

孝
瑞
応
歌
」
の
な
か
で
少
な
か
ら
ず
記
し
て
い
る
儒
教
型
の
奇
跡
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
皇
帝
が
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と

を
、
ひ
と
ま
ず
理
解
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
崇
仏
詩
で
あ
る
は
ず
の
こ
の
文
書
の
な
か
で
儒
教
型
奇
跡
を
記
し
て
い
る

こ
と
自
体
が
実
は
ひ
ど
く
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
儒
教
型
の
奇
跡
の
発
生
因
は
皇
帝
で
あ
る
、
と
い
う
定
式
に
し
た
が
っ
て

読
み
解
け
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
理
解
で
き
な
く
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
胡
広
の
文
書
は
さ
ら
に
、
た
と
え
ば
、「
又
た

梵
唄
空
楽
を
聞
く
に
、
天
よ
り
降
る
。
此
く
の
若
き
禎
祥
、
実
に﹇
皇

（
４
４
）﹈上
□
□﹇
誠
﹈孝
の
感
召
す
る
所
に
由
る
な
り
。
群
臣
、
上
表
し

て
称
賀
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
教
型
の
奇
跡
も
ま
た
永
楽
帝
が
起
こ
し
た
も
の
と
し
て
一
括
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
点
を
勘
案

す
れ
ば
、
文
書
の
長
短
に
関
係
な
く
、
王
偁
は
き
わ
め
て
素
直
に
仏
事
に
お
い
て
仏
教
僧
が
仏
教
型
の
奇
跡
を
起
こ
し
た
と
詠
み
、
対

し
て
胡
広
は
、
仏
事
に
お
い
て
儒
教
型
の
奇
跡
が
混
在
し
て
い
た
と
述
べ
る
の
み
な
ら
ず
、
儒
・
仏
い
ず
れ
の
型
の
奇
跡
も
す
べ
て
君

主
が
起
こ
し
た
も
の
と
主
張
す
る
と
い
う
、
お
よ
そ
不
合
理
な
内
容
を
記
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

と
は
い
え
先
に
見
た
よ
う
に
、
王
偁
自
身
は
「
経
義
」
を
以
て
郷
試
に
挙
げ
ら
れ
、
国
子
生
と
し
て
「
鄒
魯
の
遺
風
」
を
求
め
た
と
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い
う
儒
家
知
識
人
で
あ
る
。
そ
の
王
偁
に
し
て
、
は
る
ば
る
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
迎
請
し
た
僧
侶
を
導
師
と
し
た
仏
事
に
関
し
て
は
、
こ
の
「
真

僧
」
が
起
こ
し
た
も
の
と
し
て
、
仏
教
型
の
奇
跡
を
壮
麗
に
詠
ん
だ
。
ま
た
こ
れ
は
「
応
制
作
」
と
し
て
残
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
少
な
く
と
も
上
呈
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
は
、
と
く
に
過
不
足
な
い
も
の
と
し
て
、
皇
帝
を
含
め
た
政
権
中
央
に
よ
っ
て
認
め
ら

れ
た
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
な
る
。
常
識
的
に
見
て
も
、
王
偁
の
詩
が
妥
当
か
つ
自
然
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
こ
れ
と
本
質
的
に
対
立
す
る
胡
広
の
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
が
い
か
に
特
異
な
も
の
で
あ
る
か
、
そ
し
て
胡
広
が
こ
の
文
書
を
あ

え
て
後
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
い
か
に
作
為
的
な
手
続
き
で
あ
っ
た
か
を
、
我
々
は
認
識
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

四
、
王
褒
「
聖
孝
瑞
応
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）「
聖
孝
瑞
応
」
の
特
色

　

続
い
て
、
王
褒
の
「
聖
孝
瑞
応
」（『
三
山
王
養
静
先
生
集
』
巻
三
、七
言
古
詩

（
４
５
））
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

 

扶
桑
倒
影
し
て
霊
谷
に
掛
か
り
、
緇
衣
翩
翩
と
し
て
天
竺
よ
り
下
る
。
銀
潢
万
里
に
し
て
軽
春
を
涵う

る
お
し
、
真
人
を
遥
見
す
る
に
玉

燭
を
調と

と
の
う
。
法
王
の
楼
閣
は
中
天
に
開
き
、
宝
幢
は
斜
め
に
倚
る
瓊
瑤
の
台
。
回
頭
し
て
笑
い
て
指
す
は

園
樹
、
昨
日
恒
河
の

沙
上
よ
り
来
れ
り
。
九
重
に
垂
拱
羮
墻マ

マ（
牆
？
）し
て
面
し
、
巻お

さ

め
却し

り
ぞ
け
ば
龍
章
は
深
殿
に
向
か
う
。
鼎
湖
煙
雨
に
し
て
烏
弓
を

湿う
る
おお
し
、
漢
宮
の
蘭
膏
は
粧
扇
を
掩
う
。
璧
月
玲
瓏
と
し
て
玉
簾
を
雕え

り
、
仏
筵
影
を
桂マ

マ（
挂
？
）け
て
夜
は
繊
繊
た
り
。
祥
光

万
丈
た
り
て
貝
葉
を
照
ら
し
、
天
花
五
采
た
り
て
簷の

き

に
飄
垂
す
。
梵
音
万
口
海
潮
小
さ
く
、
三
十
六
宮
管
絃
繞め

ぐ

る
。
松
支
の
膏
露

は
甘
く
飱
す
可
く
、
地
を
覆
え
る
瑞
雲
は
兜
率
の
暁
。
大
孝
に
争
い
て
聞
く
四
海
の
歌
、
慈
航
西
よ
り
駕
す
る
滄
溟
の
波
。
又
た

聞
く
嵩
山
万
歳
の
祝
、
亀
書
馬
画
は
清
時
に
多
し
。
熙
熙
と
し
て
化
日
の
長
き
こ
と
昨さ

き

の
如
く
、
十
五
階
蓂
生
じ
て
復
た
落
つ
。

康
衢
の
黄
髪
咲わ

ら

う
こ
と
自
如
た
り
、
何
処
に
か
流
沙
に
極
楽
を
尋
ね
ん
。
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こ
の
詩
の
特
徴
と
し
て
は
、
以
下
の
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
の
王
偁
の
詩
が
比
較
的
単
純
に
実
相
を
表
現
す
る
傾
向
が
顕
著

で
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
こ
の
王
褒
の
詩
の
ほ
う
は
誇
張
的
な
美
辞
が
目
立
つ
。
た
と
え
ば
冒
頭
、
王
褒
の
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
は
、「
天
竺
」

か
ら
来
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
と
い
う
西
戎
の
地
か
ら
で
は
な
く
、
仏
教
発
祥
の
地
で
あ
る
イ
ン
ド
か
ら
や
っ
て
き
た
高

僧
と
し
て
格
上
げ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
王
偁
が
、
こ
の
僧
侶
は
「
異
域
」
か
ら
や
っ
て
き
た
、
と
事
実
に
則
し
て
記
し
て
い
る

こ
と
と
は
、
明
ら
か
に
隔
た
り
が
あ
る
。
王
褒
は
詩
の
中
盤
で
も
、「
恒
河
の
沙
上
」
か
ら
来
た

園
樹
な
る
も
の
を
詠
ん
で
お
り
、「
恒

河
」
は
一
般
に
ガ
ン
ジ
ス
河
を
指
す
か
ら
、
王
褒
が
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
を
あ
く
ま
で
も
「
天
竺
」
僧
と
し
て
扱
お
う
と
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

　

ま
た
、
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
の
行
為
に
つ
い
て
も
、
王
偁
が
「
法
を
説
く
」「
経
を
談
ず
る
」
と
、
仏
事
の
導
師
と
し
て
の
行
動
に
従

事
す
る
様
を
そ
の
ま
ま
歌
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
王
褒
は
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
が
法
要
し
て
い
る
場
面
を
は
っ
き
り
と
は
書
い
て
い
な
い
。

霊
谷
寺
に
お
け
る
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
の
行
為
と
し
て
は
、
わ
ず
か
に
「
真
人
…
…
玉
燭
を
整
う
」「
回
頭
し
て
笑
い
て
指
す
は

園
樹
」

と
描
く
に
す
ぎ
ず
、
彼
が
仏
事
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
そ
の
か
わ
り
に
、「
祥
光
…
…
貝
葉
を
照
ら
し
」

「
梵
音
万
口
」
な
ど
の
記
述
に
よ
っ
て
、
よ
り
抽
象
的
に
仏
事
を
表
現
す
る
。

　

さ
ら
に
は
、
君
主
に
関
わ
る
字
句
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
王
褒
の
こ
の
詩
の
特
徴
で
あ
る
。
皇
帝
の
居
所
を
指
す
「
九
重
」、
皇
帝

そ
の
人
を
象
徴
す
る
「
龍
章
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。「
鼎
湖
」
は
黄
帝
が
龍
に
乗
っ
て
上
仙
し
た
場

所
で
あ
り
、「
亀
書
」
は
禹
の
た
め
に
出
現
し
た
洛
書
、「
階
蓂
」
は
尭
の
と
き
に
階
前
に
生
じ
た
と
い
う
め
で
た
い
草
、「
康
衢
」
も

康
衢
謡
、
す
な
わ
ち
尭
の
と
き
に
そ
の
徳
に
よ
っ
て
天
下
が
自
然
に
治
ま
っ
た
こ
と
を
謳
歌
し
た
歌
謡
で
あ
る

（
４
６
）か

ら
、
王
褒
の
詩
は
伝

説
上
の
太
古
の
君
主
が
次
々
と
出
て
く
る
結
構
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
い
ず
こ
か
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
「
嵩
山
万
歳
の
祝
」
を
受
け

る
の
は
、
仏
僧
で
は
な
く
、
当
然
、
中
華
の
皇
帝
が
想
定
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。「
漢
宮
」
に
加
え
て
「
三
十
六
宮
」
と
い
う
漢
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の
宮
廷
を
指
す
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
も
、
過
去
の
長
期
王
朝
を
詠
み
こ
ん
で
祝
辞
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
一
方
で
「
緇
衣
」「
天
竺
」「
法
王
」「

園
樹
」「
恒
河
」「
仏
筵
」「
貝
葉
」「
天
花
」「
梵
音
」「
海
潮
（
海
潮
音
の
意
か
）」「
兜

率
」「
慈
航
」「
極
楽
」
と
、
仏
教
の
語
彙
も
豊
富
で
あ
っ
て
、
王
褒
の
作
品
も
崇
仏
詩
の
面
目
を
十
分
に
保
っ
て
は
い
る
。
し
か
し
そ

の
一
方
で
俗
権
で
あ
る
君
主
関
連
の
語
彙
が
先
述
の
と
お
り
続
出
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。そ
し
て
そ
れ
に
と
も
な
い
、「
龍
章
」「
大

孝
」「
万
歳
」「
亀
書
」「
階
蓂
」「
康
衢
」
な
ど
、
讖
緯
説
的
な
も
の
も
含
め
て
儒
教
的
頌
句
が
随
所
に
混
在
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
儒
・
仏
の
要
素
の
混
在
こ
そ
が
、
王
偁
の
詩
に
は
な
か
っ
た
王
褒
の
詩
の
特
徴
で
あ
る
。

　

し
か
も
王
褒
は
「
大
孝
」「
万
歳
」「
亀
書
」「
階
蓂
」「
康
衢
」
の
語
を
、
詩
の
最
終
盤
の
四
聯
に
、
た
て
つ
づ
け
に
配
置
し
て
い
る
。

つ
ま
り
君
主
に
関
わ
る
儒
教
的
な
祝
辞
や
呈
祥
用
語
を
以
て
、
詩
が
終
結
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
た
し
か
に
「
天
竺
」

の
高
僧
の
「
仏
筵
」
を
詠
み
、
仏
教
的
用
語
も
惜
し
み
な
く
投
入
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
結
末
部
分
で
は
一
転
、
皇
帝
が
儒

教
的
な
奇
跡
を
起
こ
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
君
主
の
「
大
孝
」
を
天
が
―
―
仏
・
菩
薩
で
は
な
く
天
が
―
―
嘉
し
た
こ
と
を
述
べ
て
詩

を
閉
じ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
題
名
そ
の
も
の
が
、「
聖
孝
瑞
応
」
で
あ
り
、「
孝
」
の
主
体
で
あ
る
君
主
に
起
き
た
「
瑞
応
」
を
歌
っ
た

詩
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
王
褒
の
詩
の
趣
意
は
、
仏
事
に
お
い
て
さ
え
現
君
主
が
天
と
感
応
し
、
儒
教
型
の
奇
跡
を
起

こ
し
た
こ
と
を
描
く
こ
と
に
あ
っ
た
と
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
胡
広
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
と
の
比
較

　

さ
ら
に
、
王
褒
の
詩
の
大
き
な
特
徴
は
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
句
が
少
な
か
ら
ず
胡
広
の
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
と
重
複
し
て
い

る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
ず
も
っ
て
題
名
の
「
聖
孝
瑞
応
」
の
語
か
ら
し
て
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
詩
中
で
一
致
ま
た
は
近

似
し
て
い
る
語
句
を
一
覧
に
す
る
と
、
以
下
の
〈
表
〉
の
よ
う
に
な
る
。
完
全
な
一
致
も
少
な
く
な
い
が
、
近
似
し
て
い
る
語
句
を
含
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め
る
と
さ
ら
に
多
い
。
た
と
え
ば
、
胡
広
も
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
は
「
竺
乾
」、
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
か
ら
来
た
と
し
て
お
り
、「
天
竺
」
か

ら
来
た
と
す
る
王
褒
と
同
様
の
誇
張
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。

〈
表
〉
王
褒
「
聖
孝
瑞
応
」
と
胡
広
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
に
お
け
る
語
句
の
一
致
・
近
似

王
褒
「
聖
孝
瑞
応
」
中
の
語
句
【
一
致
】 

胡
広
「
聖
孝
瑞
応
歌
」

中
の
一
致
す
る
箇
所

【
近
似
】 

胡
広
「
聖
孝
瑞
応
歌
」

中
の
近
似
す
る
箇
所

「
緇
衣
翩
翩
下
天
竺
」

「
天
花
飛
舞
何
翩
翩
」

「
緇
衣
翩
翩
下
天
竺
」

「
遠
迓
法
王
来
竺
乾
」

「
法
王
楼
閣
中
天
開
」

「
遠
迓
法
王
来
竺
乾
」

「
法
王
楼
閣
中
天
開
」

「
皎
如
日
月
当
中
天
」

「
宝
幢
斜
倚
瓊
瑤
台
」

「﹇
瓊
﹈瑤
璀
璨
金
階
前
」

「
回
頭
笑
指

園
樹
」

「
諸
天
護
従
来
秪マ

マ（

？
）園
」

「
漢
宮
蘭
膏
掩
粧
扇
」

「
十
里
五
里
和
蘭
荃
」

「
仏
筵
桂マ
マ（

挂
？
）夜
繊
繊
」

「
霊
谷﹇
紺
﹈宇
啓
法
筵
」

「
祥
光
万
丈
照
貝
葉
」

「
設
利
祥
光
」

「
天
花
五
采
飄
垂
簷
」

「
卿
雲
天
花
」

「
天
花
飛
舞
何
翩
翩
」

「
天
花
五
采
飄
垂
簷
」

「
半
空
飄
落
雲
母
銭
」
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「
梵
音
万
口
海
潮
小
」

「
又
聞
梵
唄
空
楽
」

「
梵
唄
彷
彿﹇
耹
﹈真
詮
」

「
松
支
膏
露
甘
可
飱
」

「
甘
雨
甘
露
」

「
継
以
甘
露
如
屑﹇
珉
﹈」

「
覆
地
瑞
雲
兜
率
暁
」

「
卿
雲
天
花
」

「
卿
雲
蓊
矞
何
斕
斒
」

「
大
孝
争
聞
四
海
歌
」

「
上
伸
誠
孝
」

「
一
心
誠
孝
格
上
玄
」

「
慈
航
西
駕
滄
溟
波
」

「
又
若
滄
溟
日
吸﹇
蠙
﹈」

「
康
衢
黄
髪
咲
自
如
」

「
康
衢
撃
壌
之
謡
楽
」

「
亦
康
衢
撃
壌
之
心
」

「
作
歌
擬
継
康
衢
篇
」

こ
の
よ
う
に
、
王
褒
の
詩
に
は
明
ら
か
に
胡
広
の
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
で
は
、
王
褒
の
詩
が
胡
広
文
書
と

こ
れ
ほ
ど
の
関
連
を
も
つ
の
は
な
ぜ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
指
標
と
な
る
こ
と
は
、「
法
王
」の
語
が
両
文
書
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
繰
り
か
え
し
に
な
る
が
、テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
に「
万

行
具
足
…
…
如
来
大
宝
法
王
西
天
大
善
自
在
仏
」
と
い
う
法
号
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、
普
度
大
斎
の
の
ち
の
五
年
三
月
三
日
の
こ
と
で

あ
る
。
よ
っ
て
よ
ほ
ど
複
雑
に
考
え
な
い
か
ぎ
り

（
４
７
）、

王
褒
・
胡
広
の
文
書
は
と
も
に
、
三
月
三
日
以
降
に
成
立
し
た
と
見
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
王
偁
の
詩
が
普
度
大
斎
中
な
い
し
そ
れ
に
近
い
時
点
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
王
褒
・
胡
広
の
文
書
は
、
と
も
に

そ
こ
か
ら
あ
る
程
度
の
時
間
を
経
た
時
点
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
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で
は
、王
褒
の
詩
と
胡
広
文
書
と
で
は
、ど
ち
ら
が
先
行
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、”同
時
に
“制
作
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
王
褒
の
詩
が
先
に
制
作
さ
れ
、
こ
れ
を
膨
ら
ま
す
か
た
ち
で
胡
広
文
書
が
撰
述
さ
れ
た
と
仮
定
し
て
み
よ
う
。
永
楽
五
年
二

月
・
三
月
当
時
の
胡
広
は
、
閣
臣
で
あ
る
と
と
も
に
、
翰
林
院
侍
読
の
職
を
兼
ね
て
い
た

（
４
８
）。
一
方
の
王
褒
は
、
先
に
見
た
と
お
り
、
永

楽
元
年
に
翰
林
院
修
撰
と
さ
れ
、
永
楽
五
年
当
時
も
そ
の
職
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
翰
林
院
に
お
い
て
両
者
に
接
触

が
あ
り
、
王
褒
の
詩
に
触
発
さ
れ
て
胡
広
が
く
だ
ん
の
長
文
を
制
作
し
た
こ
と
は
、
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

　

し
か
し
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
王
褒
「
聖
孝
瑞
応
」
に
あ
る
「
大
孝
」
と
「
康
衢
」
の
二
語
で
あ
る
。〈
表
〉
に
示
し
た
よ
う
に
「
大

孝
」
は
胡
広
の
「
誠
孝
」
に
近
似
し
、「
康
衢
」
は
そ
の
ま
ま
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
二
語
は
、
誰
あ
ろ
う
現
在
の
君
主
が
「
大

孝
」
を
具
有
し
、
ま
た
そ
の
治
世
が
「
康
衢
」
撃
壌
の
世
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
て
た
純
然
た
る
儒
教
的
語
彙
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
語

を
は
じ
め
と
す
る
儒
教
的
用
語
を
含
む
が
ゆ
え
に
、
王
褒
「
聖
孝
瑞
応
」
は
、
わ
ず
か
百
九
十
六
字
の
な
か
に
、
胡
広
の
「
聖
孝
瑞
応

歌
」
と
同
様
に
、
儒
・
仏
の
要
素
の
混
在
と
い
う
異
様
な
特
性
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
す
で
に
見
て
き
た
よ
う

に
、
王
褒
の
詩
は
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
よ
り
も
む
し
ろ
君
主
の
ほ
う
を
称
賀
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
決
定
化
し
て
い
る
理

由
の
一
部
が
、
こ
の
「
大
孝
」「
康
衢
」
の
二
語
の
存
在
で
あ
っ
た
。
と
く
に
「
孝
」
は
、
儒
教
人
士
が
仏
教
を
批
判
す
る
と
き
、
そ

の
欠
如
を
以
て
責
め
る
と
こ
ろ
の
徳
目
で
あ
る
。
は
た
し
て
こ
れ
ら
の
語
が
、
何
の
文
範
も
な
い
ま
ま
に
、
崇
仏
詩
を
制
作
し
よ
う
と

す
る
詩
人
の
な
か
に
突
如
と
し
て
浮
か
ん
で
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
王
褒
の
詩
が
先
行
し
た
と
見
る
こ
と

に
無
理
が
と
も
な
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
く
る
。

　

そ
こ
で
、
胡
広
文
書
が
先
行
し
、
こ
の
長
大
な
文
書
の
い
わ
ば
短
縮
応
用
版
と
し
て
王
褒
の
詩
が
追
加
的
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
て

み
よ
う
。
王
褒
は
、
同
じ
翰
林
院
官
と
し
て
胡
広
の
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
を
閲
覧
す
る
機
会
が
充
分
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
王
褒
に
は

す
で
に
そ
の
時
点
で
、
普
度
大
斎
に
関
す
る
詩
作
の
任
務
な
い
し
意
欲
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
胡
広
文
書
を
閲
覧
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し
た
あ
と
に
そ
の
任
務
や
意
志
が
生
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
み
ず
か
ら
が
当
該
仏
事
を
礼
賛
す
る
詩
を
作
成
す
る

こ
と
と
な
っ
た
と
き
、
先
行
し
て
い
た
胡
広
撰
述
に
よ
る
詩
文
の
語
句
を
詠
み
こ
む
こ
と
で
、
政
権
中
枢
が
こ
の
仏
事
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
意
味
を
も
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
か
―
―
そ
こ
で
起
き
た
奇
跡
は
君
主
に
対
し
て
降
さ
れ
た
天
の
瑞
応
で
あ
る
―
―
と
い
う
点

に
一
貫
性
を
も
た
せ
う
る
と
と
も
に
、
胡
広
と
い
う
閣
臣
を
兼
ね
た
翰
林
院
の
上
官
へ
の
賛
意
を
も
表
現
し
う
る
こ
と
に
も
な
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
聖
孝
瑞
応
歌
」
で
胡
広
が
「
康
衢
」
を
三
度
も
用
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
王
褒
は
末
尾
近
く
に
こ
の
語
を
配
し
、

君
主
へ
の
民
の
悦
服
を
描
こ
う
と
す
る
胡
広
の
意
を
体
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
れ
ば
、
両
文
書
に
共
通
性
が
高
い

こ
と
を
無
理
な
く
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
両
者
が
同
じ
翰
林
院
官
と
し
て
同
時
に
制
作
に
当
た
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ

る
が
、
そ
の
場
合
も
、
も
と
と
な
っ
た
も
の
は
胡
広
の
文
書
で
あ
ろ
う
。
王
褒
の
詩
を
わ
ざ
わ
ざ
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
に
ま
で
引
き
伸
ば

す
作
業
が
企
画
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
他
方
、「
聖
孝
瑞
応
歌
」を
王
褒
の
詩
に
短
縮
す
る
作
業
は
ご
く
現
実
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
や
は
り
何
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
王
褒
が
「
大
孝
」
と
「
康
衢
」
と
い
う
二
語
を
用
い
た
こ
と
の
意
味

で
あ
る
。
胡
広
が
明
確
な
意
図
を
以
て
儒
教
的
要
素
を
そ
の
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
に
入
れ
こ
ん
で
い
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
な
け
れ
ば
、

こ
れ
ら
二
語
を
自
分
の
詩
に
用
い
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
胡
広
の
意
図
と
は
、
仏
事
と
い
う
「
異
端
」
儀
礼
を
お
こ
な
い
な
が
ら
も

「
誠
孝
」「
康
衢
」
と
い
う
儒
教
的
徳
性
を
天
か
ら
認
め
ら
れ
る
と
い
う
異
様
な
、
し
か
し
そ
れ
ゆ
え
に
も
は
や
普
遍
的
と
し
か
考
え
よ

う
の
な
い
神
聖
君
主
が
今
上
皇
帝
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
王
褒
「
聖
孝
瑞
応
」
の
あ
り
よ
う
は
、
こ
の
閣
臣
胡
広
の

政
治
的
企
図
を
、
王
褒
が
よ
く
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
同
じ
く
永
楽
五
年
二
月
普
度
大
斎
を
詠
ん
だ
二
首
を
め
ぐ
っ
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
詠
ま
れ
た
経
緯
、
そ
れ
ぞ
れ
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に
託
さ
れ
た
政
治
的
意
味
、
そ
し
て
胡
広
文
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
王
偁
の
「
蔣
山
法
会
瑞
応
詩
」
が
、
お
そ
ら
く
仏
事
の
期
間
中
、
な
い
し
そ
の
直
後
に
詠
ま
れ
た
。「
応
制
」
と
題
し
て
残
存

し
て
い
る
か
ら
に
は
、
嘉
納
は
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
閩
詩
派
と
い
う
華
南
出
身
の
文
名
高
い
詩
人
た
ち
の
一
員
で
あ
り
、
翰
林
院
官

で
も
あ
っ
た
か
ら
、
王
偁
が
称
賀
詩
を
詠
む
こ
と
に
価
値
が
認
め
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
王
偁
の
詩
は
、
比
較
的
素
朴
な
叙
景

詩
に
終
始
し
た
。
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
が
説
法
・
談
経
す
る
様
が
そ
の
ま
ま
描
か
れ
、
花
雨
・
祥
光
・
甘
露
な
ど
の
仏
教
的
な
奇
跡
を
テ

シ
ン
シ
ェ
ク
パ
が
起
こ
し
た
こ
と
も
歌
わ
れ
て
い
る
。
皇
帝
が
奇
跡
を
起
こ
し
た
と
読
め
る
記
述
は
一
切
な
い
。
結
果
的
に
、
仏
事
を

詠
ん
だ
詩
に
ふ
さ
わ
し
く
、
仏
教
的
要
素
で
埋
め
ら
れ
た
純
然
た
る
崇
仏
詩
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
五
年
三
月
三
日
以
降
に
、
胡
広
文
書
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
が
発
出
さ
れ
た
。
こ
の
文
書
は
、
永
楽
帝
が
儒
教
・
仏
教
と
い
う

教
説
の
枠
を
超
え
た
絶
対
的
・
普
遍
的
な
神
聖
君
主
で
あ
り
、
そ
の
た
め
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
僧
を
導
師
と
す
る
仏
事
と
い
う
、
一
般
的
に

言
え
ば
「
異
端
」「
異
域
」
の
儀
礼
に
際
し
て
さ
え
、
正
統
た
る
儒
教
型
の
瑞
祥
を
も
降
さ
れ
た
、
と
述
べ
る
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
の
普
遍
的
な
君
主
像
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
崇
奉
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
支
配
者
の
も
と
、
治
下
の
元
代
儒
家
知
識
人
た
ち
の
文

書
に
残
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
は
ご
く
現
実
的
な
手
法
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
の
君
主
を
こ
の
よ
う

な
も
の
と
し
て
称
揚
す
る
と
い
う
方
策
が
、
永
楽
政
権
、
と
く
に
そ
の
中
枢
の
一
角
を
占
め
る
閣
臣
た
ち
の
方
針
と
な
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
し
か
し
そ
れ
ゆ
え
に
、
仏
事
で
導
師
の
仏
教
僧
が
奇
跡
を
起
こ
し
た
、
と
い
う
先
発
の
王
偁
の
詩
は
、
き
わ
め
て
自
然
か
つ
率

直
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、も
は
や
永
楽
政
権
に
お
い
て
は
政
治
的
有
用
性
を
十
分
に
満
た
す
も
の
と
は
な
り
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。「
聖

孝
瑞
応
歌
」
が
追
っ
て
発
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
王
偁
の
詩
が
は
た
し
え
な
か
っ
た
政
治
的
な
言
説
工
作
に
、
閣
臣
胡
広
が
つ
い
に
踏
み

切
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
を
鋭
敏
に
察
知
し
て
い
た
ゆ
え
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
後
、
王
偁
と
同
じ
く
閩
詩
派
詩
人
で
あ
り
、
翰
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林
院
官
で
も
あ
っ
た
王
褒
が
、
胡
広
文
書
を
参
照
す
る
か
た
ち
で
「
聖
孝
瑞
応
」
を
作
詩
し
た
。
王
褒
の
詩
に
お
け
る
胡
広
文
書
の
痕

跡
は
、
と
も
に
「
法
王
」
号
賜
与
の
の
ち
の
も
の
で
あ
る
点
、
両
者
に
一
致
・
近
似
す
る
語
彙
が
少
な
く
な
い
点
、
と
く
に
「
孝
」
や
「
康

衢
」
な
ど
儒
教
的
語
彙
が
共
通
す
る
点
、
奇
跡
は
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
で
は
な
く
皇
帝
が
起
こ
し
た
と
す
る
点
に
、
明
瞭
に
た
ど
る
こ
と

が
で
き
る
。
王
偁
の
率
直
な
詩
で
は
胡
広
文
書
が
記
す
政
権
の
主
張
―
―
こ
の
「
異
端
」「
異
域
」
の
儀
礼
を
と
お
し
て
正
統
た
る
儒

教
の
奇
跡
を
起
こ
し
た
の
は
永
楽
帝
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
君
主
の
絶
対
的
・
普
遍
的
聖
性
が
顕
現
さ
れ
た
、
と
い
う
主
張
―

―
が
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
胡
広
文
書
の
主
張
を
簡
潔
な
詩
で
復
唱
す
べ
く
、
王
褒
が
追
加
的
に
詩
を
制
作
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
首
制
作
の
経
緯
を
以
上
の
よ
う
に
整
理
す
れ
ば
、
あ
た
か
も
広
大
な
大
陸
の
よ
う
な
胡
広
の
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
と
と
も
に
、
王
偁
「
蔣

山
法
会
瑞
応
詩
」
と
王
褒
「
聖
孝
瑞
応
」
の
二
首
が
孤
島
の
ご
と
く
残
存
し
て
い
る
こ
と
を
比
較
的
容
易
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

胡
広
の
あ
ま
り
に
も
長
大
か
つ
複
雑
な
詩
文
と
は
異
な
り
、
二
人
の
詩
は
、
い
ず
れ
も
一
見
の
う
ち
に
そ
の
内
容
が
目
に
入
る
。
ま
た

王
偁
・
王
褒
と
も
に
、
靖
難
の
役
で
い
わ
ば
”征
服
“さ
れ
た
華
南
の
人
で
あ
り
な
が
ら
、
詩
人
と
し
て
名
を
馳
せ
、
そ
の
令
名
を
以

て
翰
林
院
官
と
し
て
の
待
遇
に
浴
し
て
い
た
。
彼
ら
は
単
に
美
文
を
提
供
し
う
る
人
材
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
皇
帝
の
そ
ば
近
く
に

あ
っ
て
、
そ
こ
で
起
こ
る
「
瑞
応
」
を
実
見
し
、
証
言
し
う
る
立
場
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
い
か
に
重
視
さ
れ
た
か
は
、
た
と
え
ば

あ
る
巡
察
官
が
「
瑞
応
」
詩
を
献
呈
し
、
む
し
ろ
譴
責
さ
れ
た
こ
と
と
の
対
比
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
二
首
の
作
者
の
う
ち
の
一
人
は
、
仏
事
を
そ
の
ま
ま
仏
事
と
し
て
詠
ん
で
し
ま
っ
た
。
よ
っ
て
そ
れ
は
、
閣
臣
胡
広
の
「
聖

孝
瑞
応
歌
」
が
出
現
す
る
に
及
び
、
あ
る
意
味
で
有
効
性
を
失
っ
た
。
そ
こ
で
い
ま
一
人
は
、
胡
広
の
文
意
を
、
つ
ま
り
は
閣
臣
を
は

じ
め
と
す
る
政
権
中
枢
が
目
指
し
つ
つ
あ
る
方
向
を
読
み
と
り
、
新
た
な
詩
を
詠
ん
だ
。
そ
れ
は
わ
ず
か
百
九
十
六
字
の
な
か
に
胡
広

文
書
約
千
字
の
内
容
を
凝
縮
し
、
汚
点
を
負
っ
た
彼
ら
の
君
主
を
「
瑞
応
」
を
受
け
る
べ
き
「
聖
」
な
る
君
主
と
し
て
描
く
も
の
と
な
っ
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た
。
そ
こ
で
は
、
黄
帝
・
尭
・
禹
の
と
き
の
奇
跡
を
詠
み
こ
み
、
永
楽
帝
を
こ
れ
ら
神
聖
君
主
に
な
ぞ
ら
え
た
。
さ
ら
に
は
、「
又
た

聞
く
嵩
山
万
歳
の
祝
」
と
歌
う
こ
と
さ
え
辞
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
「
万
歳
」
は
、「
万
歳
」
の
通
例
ど
お
り
、
君
主
に
向
け
ら
れ
た
天

と
民
の
「
祝
」
で
あ
る
。
内
戦
の
傷
跡
癒
え
ぬ
な
か
で
、
さ
ら
に
は
瓜
蔓
抄
と
い
う
暗
部
を
負
う
な
か
で
、
こ
の
治
世
が
「
聖
」
な
る

君
主
の
統
治
す
る
清
時
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
と
さ
ら
謳
い
あ
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
し
て
最
後
に
確
認
す
べ
き
は
、
や
は
り
胡
広
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
の
重
要
性
で
あ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
文
書
は
カ
ル

マ
派
に
与
え
ら
れ
た
「
奇
跡
の
絵
巻
」
詞
書
の
も
と
と
な
っ
た
。
加
え
て
今
回
、
王
褒
の
「
聖
孝
瑞
応
」
も
ま
た
、
こ
の
胡
広
文
書
を

も
と
に
し
て
作
詩
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
つ
ま
り
胡
広
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
は
、
永
楽
五
年
普
度
大
斎
に
関
わ
る
文
書
を
制
作
す
る

際
の
基
準
と
す
べ
き
文
書
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
「
奇
跡
の
絵
巻
」
詞
書
は
、
カ
ル
マ
派
に
下
賜
す
る
も

の
に
ふ
さ
わ
し
く
、
胡
広
文
書
の
儒
教
的
要
素
を
排
除
し
て
仏
教
的
要
素
で
ま
と
め
る
変
更
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
。
し
か
し
王
褒
の
「
聖

孝
瑞
応
」
は
、
胡
広
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
の
儒
・
仏
両
要
素
の
混
在
と
い
う
特
質
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
普
度
大

斎
と
い
う
「
異
端
」
の
祭
事
に
お
い
て
正
統
的
な
、
つ
ま
り
は
儒
教
型
の
奇
跡
を
今
上
皇
帝
が
天
か
ら
降
さ
れ
た
こ
と
を
、
わ
ず
か
な

字
数
の
う
ち
に
的
確
に
表
現
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
永
楽
帝
の
統
治
権
正
当
性
を
詩
に
よ
っ
て
証
明
す
る
と
い
う
政

治
的
課
題
に
、
よ
く
応
え
た
と
言
え
よ
う
。
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注

（
１
）  　

 

こ
の
普
度
大
斎
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。Richardson

﹇1958

﹈pp.147-149, ﹇1959

﹈pp.1-6. 

佐
藤
長
﹇
一
九
八
六
年
﹈
一
三
五

―
一
三
七
頁
。Berger ﹇2001

﹈ pp.145-153.

（
２
）  　

 
四
庫
全
書
存
目
叢
書
、
集
部
、
第
二
十
八
冊
所
収
『
胡
文
穆
公
文
集
』（
巻
九
、
応
制
）
に
載
録
さ
れ
て
い
る
。
比
較
検
討
の
必
要
上
、

煩
瑣
で
は
あ
る
が
全
文
を
以
下
に
示
す
。
た
だ
し
影
印
さ
れ
た
原
書
に
傷
み
に
よ
っ
て
、
判
読
で
き
な
い
箇
所
が
多
い
。
こ
れ
ら
は
□

と
表
記
す
る
。
な
お
抬
頭
が
か
ら
む
た
め
、
字
数
を
決
定
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
。
ま
た
﹇  

﹈
内
の
文
字
は
、
筆
者
が
推
測
に
よ
っ
て

補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

聖
孝
瑞
応
歌 
有
序

　
　

 

皇
上
功
俟
覆
載
、
道
済
天
下
、
治
化
之
隆
、
於
是
為
至
。
然
常
謙
撝
、
弗﹇
以
﹈為
足
。
故
自
御
宇
以
来
、
端
居
穆
清
、
日
隆
孝
思
、
若
曰
、

天
下
者
余﹇
皇
﹈孝
・
皇
妣
之
天
下
。
創
造
之
艱
、
予
奚
敢
忘
。
大
徳
深
恩
、
昊
天
罔
極
、
□
□
曷
報
、
其
有
可
以
致
予
思
者
乎
。
顧﹇
惟
﹈仏

氏
之
道
可
以
利
□
□
□
其
疇
協
相
。
予
乃
聞
、
西
方
上
師
釈
流
之
宗
、
夙
証
円
覚
、
□
□
□﹇
旨
﹈、
為
時
所
重
。
遣
使
往
迎
之
、
五
歴
寒
暑
、

乃
至
京
師
。
□
□
□
□
□
誠
者
、
其
在
若
人
乎
。
乃
永
楽
五
年
春
二
月
庚
寅
、
命
於
霊
谷
寺
啓
建
法
壇
。
尚
師
率
天
下
僧
伽
、
挙
揚
普
度
大

斎
科
十
有
四
日
。
上
伸
誠
孝
、
下
及
幽
爽
。
自
蕆
事
之
始
、
至
於
竣
事
、
卿
雲
天
花
、
甘
雨
甘
露
、
設
利
祥
光
。
青
鸞
白
鶴
、
連
日
畢
集
。

一
夕
、
檜
栢
生
金
色
花
、
遍
于
都
城
。
金
仙
羅
漢
、
変
現
雲
表
、
白
象
青
獅
、
荘
厳
妙
相
、
天
灯
導
引
、
旛
蓋
旋
繞
、
亦
既
来
下
。
又
聞
梵

唄
空
楽
、
自
天
而
降
。
若
此
禎
祥
実
由﹇
皇
﹈上
□
□﹇
誠
﹈孝
之
所
感
召
。
群
臣
上
表
称
賀
。
皇
上﹇
訖
﹈﹇
退
﹈﹇
弗
﹈居
、
拳
拳
以
治
道
生
民
之

事
飭
励
群
下
。
是
心
也
、
□
□
□
□
也
。
臣
広
躬
逢
盛
事
、
謹
輯
而
為
歌
一
首
以
献
。
顧
惟
才
□
□﹇
陋
﹈不
足
以
尽
称
揚
之﹇
美
﹈。
然
思
古
者
、

康
衢
撃
壌
之
謡
楽
、﹇
詠
﹈太
平
之
盛
者
録
而
不
廃
。
臣
区
区
之
心
、
亦
康
衢
撃
壌
之
心
、
□
謹﹇
拝
﹈手
稽
首
、
而
献
歌
曰
、
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聖
皇
純
心
秉
孝
虔
、
皎
如
日
月
当
中
天
。
夙
昔
思
報
劬
労
恩
、
孝
誠
罔
極
恒
惓
惓
。

欲
憑
釈
氏
譚
空
縁
、
遠
迓
法
王
来
竺
乾
。
乗
風
飛
蓋
逾
山
川
、
歳
維
丙
戌
冬
気
暄
。

弟
子
侍
従
来
日
辺
、
丁
亥
仲
春
載
吉
蠲
。
霊
谷﹇
紺
﹈宇
啓
法
筵
、
薦
揚
普
度
科
蕆
宣
。

幽
明
畢
被
施
□
□
、
上
及﹇
穹
﹈昊
下
重
泉
。
化
湿
胎﹇
卵
﹈与
蠢
蠕
、
悉
脱
煩
悩
離
瘴
□
。

□
□
喑
躄
倶
獲
痊
、
奇
祥
異
瑞
紛
駢
闐
。
卿
雲
蓊
矞
何
斕
斒
、
菌
芝
如
意
相
続
聨
。

天
工
染
出
金
繍
妍
、
青
黄
紫
碧
間

。
下﹇
蔭
﹈﹇
瑤
﹈﹇
墀
﹈霞

、
浮
図
設
利
猶
鏡
円
。

影
涵
明
月
霄
漢
懸
、
小
大
環
繞
星
珠
連
。
又
若
滄
溟
日
吸﹇
蠙
﹈、
毫
光
蕩
漾
相
周
旋
。

甘
雨
瑞
雪
交
騰﹇
鶱
﹈、
継
以
甘
露
如
屑﹇
珉
﹈。
凝
酥
截
肪
綴
璣
璇
、
味
香
而﹇
美
﹈
蜜
然
。

観
者
競
滔
口
沫
涎
、
檜
栢
生
花
若
綴
蓮
。
金
英
翠
葉
色
相
鮮
、
葳﹇

﹈満
樹
大
如
拳
。

奇
花
異

遍
郊
原
、
東
風
吹
香
猶
焫

。
十
里
五
里
和
蘭
荃
、
天
花
飛
舞
何
翩
翩
。

半
空
飄
落
雲
母
銭
、﹇
瓊
﹈瑤
璀
璨
金
階
前
。
近
人
欲﹇
取
﹈忽
起
攬
、
惟
見
下
上
相
追
奔
。

羅
漢﹇
応
﹈供
来
雲
端
、
自
一
而
数
至
百
千
。
倏
忽
倶
胝
不
可
言
、
十
□
□
□
□
市
廛
。

捧
鉢
持
錫
相
後
先
、
骨
相﹇

﹈﹇
嶒
﹈眉
覆
顴
。
右
手
携
□
□
左
□
、
須﹇
臾
﹈上
影﹇
凌
﹈紫
煙
。

望
之
不
及
去
則
遄
、
慧
光
映
□
□
金
仙
。
身
長
丈
六
袒
右
肩
、
両
手
垂
示
兜
羅
綿
。

覆
以
宝
蓋﹇
維
﹈幢
幡
、
諸
天
護
従
来
秪マ

マ（

？
）園
。
上
首
悉
是
無
漏
禅
、
宝
刹
紅
光
耀﹇
若
﹈燀
。

輝
比
虹
霓
相
吐
呑
、
孝
陵
一
道
神
光
揵
。
一
護
皇
城
猶
冠
綖
、
青
鸞
繚
繞
鶴
蹁

。

天
灯
炫
空
赤
若
殷
、
青
獅
白
象
駄
錦
韉
。
瓔
珞
珠
珮
珊
戔
戔
、
云
是
曼
珠
与
普
賢
。

梵
唄
彷
彿﹇
耹
﹈真
詮
、
空
楽
縹
緲
神
奏﹇
﹈。
金
石
堅
訇
間
管
絃
、
忽
聞
下
響
倏﹇
上
﹈還
。

声
音
不
似
人
間
伝
、
□
□
□
福
被
八
埏
。
一
心
誠
孝
格
上
玄
、
物
無
巨
細
蒙
陶
甄
。

詞
林
小
□
□
具
員
、
作
歌
擬
継
康
衢
篇
。
愧
無
李
杜
筆
如
椽
、
書
成
願
得
磨
崖﹇
鐫
﹈、
祝
頌
皇
図
億
万
年
。

（
３
）  　

乙
坂
﹇
二
〇
二
〇
年
﹈。
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（
４
）  　

 

儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
国
家
で
あ
る
明
に
お
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
仏
教
は
「
異
端
」
と
さ
れ
て
い
た
。
乙
坂
﹇
二
〇
二
〇
年
﹈

一
六
六
頁
・﹇
二
〇
二
一
年
﹈
六
〇
頁
参
照
。

（
５
）  　

 Berger

﹇2001

﹈ （p.149

）
は
、
普
度
大
斎
そ
れ
自
体
が
永
楽
帝
の
統レ
ジ
テ
ィ
マ
シ
ー

治
権
正
当
性
を
固
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
前
記
の
と
お
り
、
明
に
お
い
て
仏
教
は
「
異
端
」
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
仏
教
儀
礼
に
よ
っ
て
君
主
の
統
治
権
正
当
性
が

証
明
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
逆
効
果
で
あ
ろ
う
。
胡
広
が
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
を
制
作
し
た
こ
と
は
、
こ
の
「
異
端
」
儀
礼
に
よ
っ

て
儒
教
型
の
瑞
祥
が
発
生
し
た
、
と
あ
え
て
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
儒
教
・
仏
教
を
超
越
し
た
絶
対
的
な
神
聖
君
主
を
描
く
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
、
統
治
権
正
当
性
そ
の
も
の
は
あ
く
ま
で
も
儒
教
の
原
理
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注

意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

（
６
）  　

 

乙
坂
﹇
二
〇
二
〇
年
﹈
一
八
五
―
一
八
八
頁
。

（
７
）  　

 

羅
文
華
﹇
一
九
九
五
年
﹈
九
二
―
九
三
頁
。
甲
央
・
王
明
星
主
編 ﹇
二
〇
〇
〇
年
﹈
九
四
―
一
三
七
頁
。
陳
楠
﹇
二
〇
〇
九
年
﹈
三
九
四

―
四
一
三
頁
。

（
８
）  　

 

乙
坂
﹇
二
〇
二
〇
年
﹈
二
〇
二
―
二
〇
六
頁
。

（
９
）  　

 

松
川
節
﹇
二
〇
〇
四
年
﹈
四
―
五
頁
・
一
三
頁
。

（
１
０
） 

中
央
を
去
っ
た
の
は
、
養
母
の
た
め
の
よ
う
で
あ
る
。『
名
山
蔵
』（
巻
六
十
一
、
臣
林
記
六
、
永
楽
臣
二
、
王
偁
）
に
は
、
帰
郷
後
の

彼
が
母
に
仕
え
、
母
が
亡
く
な
る
と
墓
を
守
る
こ
と
六
年
に
及
ん
だ
と
見
え
る
。

（
１
１
） 

こ
の
「
王
偁
」
は
、「
明
太
宗
実
録
巻
二
十
六
校
勘
記
」
に
し
た
が
っ
た
。

（
１
２
） 

こ
の
「
待
詔
」
は
、「
明
太
宗
実
録
巻
二
十
六
校
勘
記
」
に
し
た
が
っ
た
。

（
１
３
） 

こ
の
「
王
偁
」
は
、「
明
太
宗
実
録
巻
三
十
六
校
勘
記
」
に
し
た
が
っ
た
。

（
１
４
） 

陳
慶
元
﹇
二
〇
〇
四
年
﹈
一
四
七
頁
。

（
１
５
） 

礼
炬
﹇
二
〇
一
一
年
﹈
二
〇
三
―
二
四
六
頁
。

（
１
６
） 

王
忠
閣
﹇
二
〇
〇
一
年
﹈
六
〇
―
六
一
頁
。
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（
１
７
） 

陳
広
宏
﹇
二
〇
〇
七
年
﹈
七
〇
―
七
三
頁
。

（
１
８
） 

陳
広
宏
﹇
二
〇
〇
七
年
﹈
六
八
頁
。

（
１
９
） 
そ
の
の
ち
王
偁
は
、『
名
山
蔵
』（
巻
六
十
一
、
臣
林
記
六
、
永
楽
臣
二
、
王
偁
）
が
記
す
よ
う
に
、
解
縉
に
連
座
し
て
下
獄
、
獄
中
に

て
死
没
し
た
。
解
縉
の
事
案
お
よ
び
彼
と
王
偁
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
福
本
雅
一
（﹇
一
九
八
四
年
﹈
七
二
―
七
六
頁
）
が
言
及
し
て

い
る
。

（
２
０
） 

こ
の
『
国
朝
献
徴
録
』
記
事
で
は
単
に
「
入
成
均
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
雍
正
『
江
西
通
志
』（
巻
六
十
三
、
名
宦
七
、
広
信
府
、
明
、

王
褒
）
で
は
「
国
子
生
」
と
あ
る
。

（
２
１
） 

三
次
に
及
ぶ
『
明
太
祖
実
録
』
編
纂
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
川
越
泰
博
﹇
一
九
九
七
年
﹈
四
三
七
頁
参
照
。

（
２
２
） 

こ
の
「
院
」
は
、「
明
太
宗
実
録
巻
二
十
一
校
勘
記
」
に
し
た
が
っ
て
補
っ
た
。

（
２
３
） 『
国
朝
献
徴
録
』（
巻
二
十
一
、
翰
林
院
二
、
修
撰
）「
修
撰
王
褒
伝
」
で
は
「
総
裁
官
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
い
ま
、
実
録
に
し
た
が
う
。

（
２
４
） 

陳
慶
元
﹇
二
〇
〇
四
年
﹈
一
四
七
頁
。

（
２
５
） 

陳
広
宏
﹇
二
〇
〇
七
年
﹈
六
七
頁
。

（
２
６
） 『
閩
中
理
学
淵
源
考
』
巻
四
十
四
、
王
氏
家
世
学
派
、
紀
善
王
中
美
先
生
褒
。

（
２
７
） 『
明
史
』（
巻
一
百
四
十
九
、
列
伝
第
三
十
七
、
夏
原
吉
附
、
兪
士
吉
）
で
は
、
士
吉
の
「
兗
州
訓
導
」
就
任
が
「
建
文
中
」
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
『
明
史
列
伝
』
記
事
に
「
洪
武
末
、
挙
於
郷
、
授
兗
州
府
学
訓
導
。
建
文
時
、
上
疏
、
論
時
政
得
失
十
余
事
、
擢
監
察
御
史
」

と
、
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
信
ず
る
に
足
る
だ
ろ
う
。

（
２
８
） 

こ
の
騶
虞
出
現
に
つ
い
て
は
、
当
時
翰
林
院
修
撰
で
あ
っ
た
（
乙
坂
﹇
二
〇
二
一
年
﹈
六
九
頁
）
梁
潜
も
、「
騶
虞
詩 

有
序
」（『
泊
菴
集
』

巻
一
、
応
制
）
を
制
作
し
て
い
る
。
ま
た
、『
明
太
宗
実
録
』（
巻
三
十
四
、
永
楽
二
年
九
月
丙
午
条
）
に
も
、
周
王
が
騶
虞
を
献
上
し

た
と
の
記
事
が
見
え
る
。

（
２
９
） 

こ
の
神
亀
石
発
見
に
つ
い
て
は
、
閣
臣
の
楊
栄
も
「
神
亀
詩 

有
序
」（『
文
敏
集
』
巻
一
、
応
制
）
を
制
作
し
て
い
る
。

（
３
０
） 「
高
平
王
」
は
晋
王
棡
（
永
楽
帝
の
兄
）
の
子
で
あ
る
「
高
平
懐
簡
王
済

」
を
指
し
、「
平
陽
王
」
は
済

の
弟
に
当
た
る
「
平
陽
王
済
熿
」
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を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。『
明
史
』（
巻
一
百
、
表
第
一
、
諸
王
世
表
一
・
巻
一
百
十
六
、
列
伝
第
四
、
諸
王
一
、
晋
恭
王
棡
の
条
）
を
参
照
。

つ
ま
り
永
楽
帝
の
甥
に
当
た
る
兄
弟
が
報
告
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

（
３
１
） 

梁
潜
が
「
河
清
詩 

有
序
」（『
泊
菴
集
』
巻
一
、
応
制
）
と
し
て
、「
永
楽
二
年
十
有
二
月
十
七
日
」
に
黄
河
清
澄
が
起
き
た
こ
と
、「
明

年
正
月
…
…
群
臣
皆
頓
首
賀
。
皆
以
謂
、
河
清
者
太
平
之
応
也
」
と
い
う
一
幕
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
当
該
胡
広
文
書
は
、

お
そ
ら
く
こ
う
し
て
三
年
正
月
に
朝
臣
た
ち
が
称
賀
し
た
こ
と
を
叙
述
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
３
２
） 

乙
坂
﹇
二
〇
二
一
年
﹈
六
四
―
六
八
頁
。
同
じ
く
閣
臣
で
あ
っ
た
楊
士
奇
も
ま
た
こ
れ
と
類
似
す
る
文
書
を
制
作
し
た
こ
と
は
、
乙
坂
﹇
同

前
﹈
五
八
―
六
四
頁
参
照
。

（
３
３
） 

こ
の
瑞
星
に
つ
い
て
は
、『
明
太
宗
実
録
』（
巻
八
十
四
、
永
楽
六
年
十
月
庚
辰
（
六
日
）
条
）
に
も
記
録
が
見
え
る
。

（
３
４
） 

胡
広
は
こ
の
「
瑞
応
甘
露
頌
」
の
な
か
で
、「
今
」
に
当
た
る
こ
の
年
の
「
十
月
甲
子
（
十
二
日
）」
に
、
皇
太
孫
が
「
方
山
」
で
演
武

し
た
と
き
甘
露
の
奇
跡
が
起
こ
っ
た
こ
と
、
同
月
「
戊
辰
（
十
六
日
）」
に
永
楽
帝
が
「
陽
山
」
で
狩
り
を
し
た
と
き
、
お
よ
び
同
月
「
丁

丑
（
二
十
五
日
）」
に
永
楽
帝
が
「
武
岡
山
」
に
て
狩
り
を
し
た
と
き
に
も
甘
露
が
降
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
い
ま
『
明
太
宗
実
録
』

（
巻
一
百
三
十
三
）
を
見
る
と
、
永
楽
十
年
十
月
丁
卯
（
十
五
日
）
条
に
「
命
皇
太
孫
演
武
于
方
山
。
是
日
、
甘
露
降
方
山
」
と
あ
り
、

ま
た
同
月
戊
辰
（
十
六
日
）
条
に
は
「
車
駕
、
狩
城
南
武
岡
」
と
あ
る
が
、
丁
丑
（
二
十
五
日
）
条
に
は
永
楽
帝
の
狩
り
の
記
事
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
十
年
十
月
に
、
皇
太
孫
が
方
山
で
演
武
を
、
永
楽
帝
が
武
岡
山
で
冬
狩
を
お
こ
な
っ

た
、
と
い
う
内
容
は
胡
広
記
事
と
実
録
記
事
と
が
と
も
に
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
対
し
て
、『
明
太
宗
実
録
』
の
他
の
年
に
は
、
こ
れ

に
相
当
す
る
記
事
は
な
い
。
よ
っ
て
、
胡
広
の
言
う
「
今
」
は
、
永
楽
十
年
と
考
え
て
問
題
あ
る
ま
い
。

（
３
５
） 

た
だ
し
、
永
楽
期
に
お
け
る
呈
祥
文
書
発
出
は
永
楽
十
年
ご
ろ
を
以
て
終
息
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
以
後
も
か
わ
ら
ず
同
様
の
文
書
は

上
呈
さ
れ
つ
づ
け
た
。
た
と
え
ば
永
楽
十
三
年
（
一
四
一
五
）
に
麒
麟
が
献
納
さ
れ
た
、
と
す
る
と
と
も
に
、
瑞
雲
・
葳
蕤
・
鳳
凰
・

甘
雨
・
霊
芝
な
ど
の
瑞
祥
発
生
に
つ
い
て
連
綿
と
歌
っ
た
王
洪
の
「
瑞
応
麒
麟
賦
」（『
毅
斎
集
』
巻
一
、
賦
）
が
あ
る
。
ま
た
、
永
楽

十
五
年
に
北
京
の
奉
天
殿
・
乾
清
宮
が
着
工
し
た
こ
と
を
こ
と
ほ
い
で
五
色
瑞
光
・
卿
雲
・
瑞
靄
な
ど
が
発
生
し
た
、
と
す
る
金
幼
孜
の
「
聖

徳
瑞
応
賦 

有
序
」（『
金
文
靖
集
』
巻
六
、
賦
・
賛
・
頌
）
も
あ
る
。
永
楽
十
七
年
十
一
月
の
数
日
間
に
孝
陵
に
お
い
て
甘
露
が
連
日
発
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生
し
た
、
と
す
る
楊
士
奇
の
「
甘
露
表
」（『
東
里
続
集
』
巻
四
十
四
、
碑
・
頌
・
賦
・
表
）
も
残
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
う
ち

永
楽
十
五
年
の
奇
跡
に
つ
い
て
は
、
新
宮
学
﹇
二
〇
〇
四
年
﹈
二
一
二
―
二
一
三
頁
を
参
照
。
永
楽
帝
自
身
が
こ
の
と
き
の
瑞
応
発
生

を
皇
太
子
に
宛
て
た
書
簡
に
記
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
３
６
） 
永
楽
政
権
の
中
枢
、
す
な
わ
ち
政
策
決
定
集
団
が
ど
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
乙
坂
﹇
二
〇
二
一
年
﹈

八
五
―
八
六
頁
に
お
い
て
、
先
行
諸
研
究
の
概
要
を
ま
と
め
た
。
基
本
的
に
は
、
姚
広
孝
ら
燕
王
期
以
来
の
旧
臣
側
近
と
、
新
た
に
組

織
さ
れ
た
内
閣
閣
臣
と
が
、
そ
の
主
な
メ
ン
バ
ー
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
３
７
） 

山
本
隆
義
﹇
一
九
六
八
年
﹈
四
一
五
頁
・
四
七
八
―
四
七
九
頁
。

（
３
８
） 

た
と
え
ば
前
記
の
奇
跡
の
う
ち
永
楽
二
年
の
黄
河
清
澄
に
つ
い
て
は
、
永
楽
帝
お
よ
び
そ
の
側
近
は
目
撃
し
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
代
わ
り
に
胡
広
は
、
本
文
で
述
べ
た
と
お
り
、「
高
平
王
」「
平
陽
王
」
が
そ
れ
を
奏
上
し
た
と
し
て
お
り
、
情
報
が
皇
帝

血
族
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
以
て
、
そ
の
確
実
性
を
保
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

（
３
９
） 

文
淵
閣
四
庫
全
書
所
収
、
王
偁
『
虚
舟
集
』
中
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
。
同
詩
は
、『
金
陵
梵
刹
志
』（
巻
三
、
大
刹
鍾
山
霊
谷
寺
、
詩
）、

お
よ
び
文
淵
閣
四
庫
全
書
所
収
『
閩
中
十
子
詩
』（
巻
二
十
五
、
王
検
討
集
四
、五
言
排
律
）
に
も
載
録
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
文
字
の
異

同
が
あ
る
。

（
４
０
） 

た
と
え
ば
、「
我
得
見
世
尊
、
正
覚
如
甘
露
」（『
中
阿
含
経
』
巻
十
三
）
な
ど
。

（
４
１
） 

永
楽
帝
は
仏
事
期
間
中
、
霊
谷
寺
に
行
幸
し
た
と
チ
ベ
ッ
ト
側
史
料
が
伝
え
て
い
る
（
乙
坂
﹇
二
〇
二
〇
年
﹈
一
九
三
―
一
九
四
頁
）。

し
た
が
っ
て
王
偁
も
詩
の
な
か
で
そ
れ
に
触
れ
、
皇
帝
が
霊
谷
寺
で
奇
跡
を
起
こ
し
た
云
々
な
ど
と
詠
ん
で
も
よ
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
彼
の
詩
に
そ
の
よ
う
な
文
言
は
ま
っ
た
く
な
い
。

（
４
２
） 

胡
広
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
は
、『
胡
文
穆
公
文
集
』
巻
九
の
「
応
制
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
編
者
に
よ
る
分
類
で
あ
る
可
能
性
も
な
く
は

な
い
が
、
内
容
か
ら
見
て
応
制
で
あ
る
こ
と
に
何
ら
疑
義
が
な
い
た
め
、
こ
れ
に
し
た
が
う
。

（
４
３
） 

乙
坂
﹇
二
〇
二
〇
年
﹈
一
九
五
―
一
九
八
頁
。

（
４
４
） 

使
用
テ
キ
ス
ト
で
は
判
読
が
困
難
で
あ
る
が
、こ
の
文
字
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
く「
皇
」で
あ
る
。
抬
頭
一
文
字
目
で
あ
り
、
二
文
字
目
が「
上
」
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と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
「
孝
」
が
天
に
よ
っ
て
感
応
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
何
も
の
か
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
皇
」
字
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

（
４
５
） 

顧
廷
龍
等
輯
、
続
修
四
庫
全
書
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
景
印
本
、
一
九
九
五
年
―
二
〇
〇
三
年
、
第
一
三
二
六
冊
）
所
収
、
王
褒
『
三

山
王
養
静
先
生
集
』（
北
京
図
書
館
蔵
成
化
十
年
謝
光
刊
本
）
中
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
。
同
詩
は
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
所
収
『
閩
中
十

子
詩
』（
巻
二
十
七
、
王
翰
林
集
上
、
七
言
古
詩
）、
お
よ
び
同
じ
く
文
淵
閣
四
庫
全
書
所
収
『
石
倉
歴
代
詩
選
』（
巻
三
百
、
明
詩
初
集

二
十
、
王
褒
）
に
も
載
録
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
文
字
の
異
同
が
あ
る
。

（
４
６
） 

注
（
2
）
に
あ
る
よ
う
に
、
胡
広
の
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
で
は
「
康
衢
撃
壌
之
謡
楽
」
と
見
え
、
康
衢
謡
の
意
味
で
「
康
衢
」
を
用
い
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

（
４
７
） 

胡
広
・
王
褒
が
、
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
に
「
法
王
」
号
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
を
五
年
三
月
三
日
以
前
に
知
っ
て
い
た
、
と
い
う
可
能
性
を

完
全
に
否
定
し
う
る
わ
け
で
は
な
い
。
テ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ
の
こ
の
法
号
は
、
明
ら
か
に
元
代
に
お
け
る
パ
ク
パ
の
最
終
的
な
法
号
の
模

倣
で
あ
り
、
と
く
に
「
如
来
大
宝
法
王
」
の
部
分
は
完
全
に
一
致
す
る
（
乙
坂
﹇
二
〇
一
七
年
﹈
七
三
―
七
四
頁
）。
し
た
が
っ
て
テ
シ

ン
シ
ェ
ク
パ
の
法
号
が
公
開
さ
れ
る
前
に
、
胡
広
・
王
褒
が
、
い
わ
ば
使
い
ま
わ
し
で
あ
る
と
こ
ろ
の
こ
の
「
法
王
」
号
授
与
に
つ
い

て
の
情
報
を
得
て
お
り
、
早
く
も
そ
れ
を
詩
文
に
反
映
さ
せ
た
、
と
推
測
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
と
は
い
え
こ
の
推
測
は
、

不
確
定
要
素
が
大
き
い
。
よ
っ
て
、
二
人
の
文
書
制
作
は
三
月
三
日
以
降
で
あ
る
、
と
単
純
に
解
釈
す
る
ほ
う
が
よ
り
穏
当
で
は
あ
る
。

（
４
８
） 

乙
坂
﹇
二
〇
二
〇
年
﹈
一
八
〇
―
一
八
一
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
献
表

【
日
文
】

新
宮
学　
﹇
二
〇
〇
四
年
﹈『
北
京
遷
都
の
研
究
―
―
近
世
中
国
の
首
都
移
転
』
東
京
、
汲
古
書
院

乙
坂
智
子﹇
二
〇
一
七
年
﹈『
迎
仏
鳳
儀
の
歌
―
―
元
の
中
国
支
配
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
』
東
京
、
白
帝
社
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―
―　
　

 ﹇
二
〇
二
〇
年
﹈「
永
楽
五
年
霊
谷
寺
普
度
大
斎
と
呈
祥
詩
文
―
―
胡
広
撰
「
聖
孝
瑞
応
歌
」
考
」（『
横
浜
市
立
大
学
論
叢
』

人
文
科
学
系
列
、
七
一
巻
三
号
、
一
四
九
―
二
一
八
頁
）

―
―　
　

 ﹇
二
〇
二
一
年
﹈「
永
楽
四
年
十
一
月
の
醴
泉
湧
出
―
―
瑞
祥
発
生
を
め
ぐ
る
称
賀
文
書
と
金
籙
斎
」（『
東
洋
史
研
究
』
八
〇

巻
二
号
、
四
五
―
八
八
頁
）

川
越
泰
博﹇
一
九
九
七
年
﹈『
明
代
建
文
朝
史
の
研
究
』
東
京
、
汲
古
書
院

佐
藤
長　
﹇
一
九
八
六
年
﹈『
中
世
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
』
京
都
、
同
朋
舎
出
版

福
本
雅
一﹇
一
九
八
四
年
﹈『
書
の
周
辺
2　

痩
墨
集
』
東
京
、
二
玄
社

松
川
節　

 ﹇
二
〇
〇
四
年
﹈「
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
博
物
館
蔵
五
言
語
合
璧
『
如
来
大
宝
法
王
建
普
度
大
斎
長
巻
画
』（1407年

）
の
モ
ン
ゴ

ル
語
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
」（『
大
谷
学
報
』
八
二
巻
四
号
、
一
―
一
六
頁
）

山
本
隆
義﹇
一
九
六
八
年
﹈『
中
国
政
治
制
度
の
研
究
―
―
内
閣
制
度
の
起
源
と
発
展
』
京
都
、
京
都
大
学
文
学
部
内
東
洋
史
研
究
会

【
中
文
】

陳
広
宏　
﹇
二
〇
〇
七
年
﹈「
明
初
閩
詩
派
与
台
閣
文
学
」（『
文
学
遺
産
』
二
〇
〇
七
年
五
期
、
六
三
―
七
六
頁
）

陳
楠　
　
﹇
二
〇
〇
九
年
﹈『
蔵
史
新
考
』
北
京
、
中
央
民
族
大
学
出
版
社

陳
慶
元　
﹇
二
〇
〇
四
年
﹈「
閩
中
十
子
研
究
管
窺
」（『
東
南
学
術
』
二
〇
〇
四
年
三
期
、
一
四
七
―
一
四
八
頁
）

甲
央
・
王
明
星
主
編﹇
二
〇
〇
〇
年
﹈『
宝
蔵　

中
国
西
蔵
歴
史
文
物
』
第
三
冊
、
北
京
、
朝
華
出
版
社

羅
文
華　
﹇
一
九
九
五
年
﹈「
明
大
宝
法
王
建
普
度
大
斎
長
巻
」（『
中
国
蔵
学
』
一
九
九
五
年
一
期
、
八
九
―
九
七
頁
）

王
忠
閣　
﹇
二
〇
〇
一
年
﹈「
閩
中
詩
派
与
明
代
前
期
詩
風
的
演
変
」（『
河
南
大
学
学
報
』
社
会
科
学
版
、
四
一
巻
五
期
、
六
〇
―
六
三
頁
）

礼
炬　
﹇
二
〇
一
一
年
﹈『
明
代
洪
武
至
正
徳
年
間
的
翰
林
院
与
文
学
』
北
京
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社

乙坂　永楽五年霊谷寺普度大斎称賀詩二首
――王偁「蔣山法会瑞応詩」と王褒「聖孝瑞応」
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